
令和７年度「協働」に関する事業、施策等の計画について

令和７年８月



件　数 備　考

1

行財政改革課 1

人権政策局 6

人権推進課 2

中央人権福祉センター 2

男女共同参画課 2

2

危機管理課 2 うち１事業は複数課

11
政策企画課 5
文化交流課 4
国際交流プラザ 1
デジタル戦略課 1

21

地域振興課 6

協働推進課 14

市民総合相談課 1

3

生活環境課 2

環境保全課 1

5

地域福祉課 2 うち１事業は複数課

長寿社会課 3

4
幼児保育課 2
こども家庭センター 2

7
保健総務課 1 うち１事業は複数課
健康づくり推進課 5 うち１事業は複数課

生活安全課 1

6

経済・雇用戦略課 2

観光・ジオパーク推進課 4

農林水産部 2

農村整備課 1

林務水産課 1

13

交通政策課 3

まちなか未来創造課 4

河川公園課 2

道路課 3

建築指導課 1

23

教育総務課 2

学校教育課 2

学校保健給食課 3

生涯学習・スポーツ課 6

中央図書館 3

文化財課 7

30 教育委員会分室含む

国府町総合支所 2

福部町総合支所 3

河原町総合支所 2

用瀬町総合支所 6

佐治町総合支所 1

気高町総合支所 5

鹿野町総合支所 7

青谷町総合支所 4

水道局 1

133 重複する事業を除く

健康こども部鳥取市保健所

企画推進部

教育委員会事務局

令和７年度「協働」に関する事業、施策等の計画件数
（所属部・課）

所属部・課

総務部

市民生活部環境局

危機管理部

福祉部

市民生活部

合　　計

健康こども部こども家庭局

経済観光部

都市整備部

総合支所



市民等との協働による取組事例（令和７年度計画）

協働の相手方（該当するものは全て選択） 事業の形態
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1

行財政改革大綱の進行管
理

行財政改革課 　市政改革プランに沿った行財政改革を着実に進めてい
くため、鳥取市市政改革推進市民委員会(令和元年度ま
では行財政改革推進市民委員会)において、プランに基
づく実施計画の進行状況等について評価を行うとともに、
行財政改革の推進に関する重要事項を調査審議します。

　プランに基づく実施計画の進行状況や、今後の見
直し方針等について、学識経験者等の専門的見地
や市民の視点から検証し、意見・提言を受け、行財政
改革の観点から内容を検討の上、次年度以降の実施
計画に反映するなど、行政運営の改善に活用しま
す。

〇

市政改革推進市民委員
会

〇

・市政改革推進市民委員会（委員数10名の内、公募委員2名）
・5回開催予定
・市政改革プランの評価方法等を議論する

2

鳥取市自主防災会連合会 危機管理課 　鳥取市自主防災会連合会に対し補助を行い、当会より
傘下の地区自主防災会連絡協議会及び自主防災組織に
対し、訓練や講習会、消火器の設置等に対し助成を行っ
ていただき、地域防災力の向上を図ります。
　また、未結成の町内に対する自主防災会結成の働きか
けを行い、地域自主防災力の向上を図ります。

　自主防災組織の実施する訓練等に要する経費や、
防災資機材整備の一部等を補助することにより、地域
防災力の向上を図ります。

〇

鳥取市自主防災会連合
会

〇

▼年２回以上訓練を実施した自主防災会（活動助成金支給）
…511団体
▼ 防災資機材（消火器購入・詰替、ホース格納箱更新、小型
ポンプ修繕等）の経費助成…91団体
▼地区自主防災会連絡協議会が実施した訓練・講習会の活
動助成…87地区
▼自主防災会新規結成助成…1団体
▼小型可搬式ポンプ整備助成…2団体　※年間上限2団体

3

鳥取市地区人権教育推進
事業

人権推進課 　鳥取市地区人権啓発推進協議会連合会（以下連合会）
は、昭和56年に組織され全市で52地区同推協等（～地区
同和教育推進協議会または、～地区人権教育推進協議
会、または～地区人権・同和教育推進協議会と名称にば
らつきがあるため、「地区同推協等」という表現で取りまとめ
る。）が加盟しています。
　それぞれの地区同推協等においての小地域懇談会を主
とした諸活動を充実させるため、各地区の会長・推進員を
対象とした研修会や情報交換などの学習機会の提供を行
います。
　この連合会が行う事業の一部を支援することにより、差別
のない明るい人権尊重都市鳥取市の実現を目指します。

　各地区同推協等が主体となって、町内会単位での
小地域懇談会を開催し、人権について学習する機会
を提供します。
　これにより、多くの市民の人権意識を高めるきっかけ
をつくることができ、それぞれの地域における「差別の
ない明るいまちづくり」の実現が期待されます。

〇 〇

鳥取市地区人権啓発推
進協議会連合会

〇

令和７年度小地域懇談会の実施
　・参加人数　　5,600人
　・開催回数　　 　400回
　・開催町区数　　600町区
　・実施率　72％　(600町区/827町区)

4

人権尊重社会を実現する
鳥取市民集会

人権推進課 　同和問題をはじめとするあらゆる人権課題の解決をめざ
して研修を深め、実践と交流の輪を広げることを目的に市
民集会を開催します。

　市民集会の開催により、市民に人権意識の向上の
機会を提供することができ、｢差別のない人権尊重都
市鳥取市｣の実現が期待されます。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

鳥取市人権教育協議会

〇 〇 〇 〇

期　日　令和７年８月７日（木）
場　所　とりぎん文化会館ほか
内　容　全体会(講演)、7分科会（人権課題別）
備　考　第50回記念大会に引き続き、麒麟のまち圏域に参加
範囲を拡大し開催。
参加人数　約1,200人
　（全体会）約800人
　（分科会）約400人

5

孤独・孤立対策推進事業 中央人権福祉セ
ンター

　「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」の構成団体
の拡大、「つながりサポーター」養成研修等を通じて孤独・
孤立対策を推進することにより、地域共生社会の実現を図
ります。

　社会的孤立により支援に行き届かない方を地域住
民が担い手として支える「つながりサポーター」の養成
研修を実施し、登録者数が増えています。 〇 〇 〇 〇

麒麟のまち孤独・孤立対
策官民連携プラット
フォーム 〇

・研修の実施回数：12回
・登録人数：240人

6

地域食堂支援事業 中央人権福祉セ
ンター

　運営団体、支援団体及び行政により構成した「麒麟のま
ち地域食堂ネットワーク」が、生活困窮者、高齢者、障がい
者等様々な立場の方の食支援を実施します。

　地域食堂が、食を通じた安心・安全な居場所づくり
としての役割を果たしています。
　また、フードドライブによる食品の利活用により、食
品ロスの削減につながっています。

〇 〇 〇 〇

麒麟のまち地域食堂
ネットワーク

〇

・運営団体（地域食堂）数：５７箇所（うち鳥取市　４４箇所）
・支援団体数：６７団体

7

男女共同参画啓発イベント 男女共同参画課 　男女共同参画意識の普及啓発を図るため、男女共同参
画登録団体や一般公募の市民から成る、実行委員会に事
業を委託しています。

　女性の積極的な社会参画意識の高揚と男女共同
参画に関する市民の意識啓発の醸成を図ることがで
きることに加え、男女共同参画登録団体をはじめとす
る男女共同参画社会の実現を目指す団体活動の育
成・活性化・ＰＲが図られます。
　また、参加者一人ひとりの家庭・地域・職場等での
実践と周囲への波及効果が期待できます。

〇 〇 〇

実行委員会

〇 〇

・日時　令和７年９月28日（日）
・場所　丸由百貨店５階
・内容　アトラクションイベント、トークセッション、参加団体の展
示ほか

8

男女共同参画市民自主企
画イベント事業

男女共同参画課 　男女共同参画社会の実現に資するイベントなどを企画し
た市民グループ等にイベント開催事業を委託します。
・事業期間　令和６年９月から令和７年３月
・委託料　　300,000円×１団体

　市民団体へ自主企画事業を委託することにより、行
政と市民団体が一体となった事業展開を図ります。
　また、かがやきプランの目標でもある「子どもの頃か
らの男女平等の推進」について、ワークショップを通し
て体験・学習の機会を提供することにより、家庭にお
ける男女共同参画社会推進の取組に資することがで
きます。

〇 〇 〇 〇

男女共同参画を推進し
ようとする市民グルー
プ・団体

〇

男女共同参画社会の実現に資するイベントなどを企画した市
民グループ等にイベント開催事業を委託。
※現在公募中
・事業期間　令和７年９月から令和７年３月（予定）
・委託料　　285,000円×１団体
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9

鳥取市総合企画委員会 政策企画課 　第11次鳥取市総合計画及び第2期鳥取市創生総合戦略
を着実に進めていくため、進捗状況の把握を行い、成果を
重視した進捗管理を行います。また、第12次鳥取市総合
計画及び第3期鳥取市創生総合戦略の策定にあたって、
専門的な見地より協議等を行います。

　第11次鳥取市総合計画及び第2期鳥取市創生総
合戦略の着実な推進に寄与します。また、第12次鳥
取市総合計画及び第3期鳥取市創生総合戦略の策
定に寄与します。 〇

鳥取市総合企画委員会

〇

・鳥取市総合企画委員会（委員数20名）の開催（年5回程度開
催）
・第11次鳥取市総合計画及び第2期鳥取市創生総合戦略の
進行管理
・第12次鳥取市総合計画及び第3期鳥取市創生総合戦略策
定の審議等

10

とっとり若者地方創生会議 政策企画課 　地方創生の中心課題である若者の移住・定住やまちの
にぎわいづくりに必要となる施策について、若者の視点に
よる地方創生の深化に向けた意見の反映を図るため、
「とっとり若者地方創生会議」を設置しています。

　市内在住の若者の意見や提言の市政への反映や、
積極的にまちづくり活動に取り組む若者の育成に寄
与します。 〇

市民
（概ね18歳から30歳）

〇

・会議（月1～2回程度）及びイベント（年1回程度）等の開催
・成果発表会（年1回）の開催及び提言書の提出

11

地方創生ストリートミーティ
ング

政策企画課

　「鳥取市創生総合戦略」では「ひとづくり」を第一の柱に
据え、若い世代の希望がかなえられるまちづくりを進める
ため、市長自ら若者と対話し、いただいた意見を施策に反
映させるものです。

　次代を担う若者等からの意見の施策への反映に寄
与します。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

座談会ごとに対象者を
設定

〇

・若い世代と市長との座談会（ストリートミーティング）を開催す
る。（年2回程度）

12

連携中枢都市圏ビジョン懇
談会

政策企画課 　因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンに掲げる
事業を着実に推進していくため、進捗状況の把握を行い、
成果を重視した進捗管理を行います。

　因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンの着
実な推進に寄与します。

〇

連携中枢都市圏ビジョン
懇談会

〇

連携中枢都市圏ビジョン懇談会（委員数19名程度）の開催
（年2回）
・第2期因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンの進捗
管理

13
市政懇話会 政策企画課 　市民の市政に対する意見を幅広く聴き、市政の発展を図

るために懇話会を開催します。
　市民からの意見を幅広く聴くことで施策への反映に
寄与します。 〇

市民（有識者、公募等）
〇

・鳥取市政懇話会（委員数15名）の開催（年2回程度）

14

市民国際交流推進事業 文化交流課 　国際姉妹都市である韓国・清州市及びドイツ・ハーナウ
市との交流事業を各種団体との連携により実施します。

　官民連携により、清州市ならびにハーナウ市との交
流事業を実施することにより、市民の国際意識の高
揚、相互理解の増進を図ることで、友好協力関係の
維持と相互の発展に寄与します。

〇 〇

市民団体

〇 〇

（清州市）
・交流事業
日韓親善協会と清州国際交流会の交流

（ハーナウ市）
・国際理解講座
公開講座の開催（鳥取ハーナウ友好親善協会主催）
・交流事業
鳥取ハーナウ友好親善協会と友好協会ハーナウ鳥取のオン
ライン交流会の実施

15

芸術の出前講座事業 文化交流課 　鳥取市文化団体協議会に委託し、地域の文化芸術活動
の実践者が指導者として学校に出向き、子どもたちに文化
芸術の指導を行います。
（平成17年度から事業開始）

　鳥取地域で活躍している文化活動者が学校に出向
き、子どもたちへ文化の楽しさを伝授するとともに、文
化活動者は日頃の活動を生かし、学校での取り組み
が難しい芸術文化活動を指導します。
　子どもたちは、同じふるさとに住む身近な人とのふ
れあいを通して、芸術文化に親しみ、表現する楽しさ
を感じながら、豊かな感受性を育むことができます。

〇

鳥取市文化団体協議会

〇

・実施校：3校（岩倉小、遷喬小、浜村小）
・参加児童数:180人
・実施分野：11分野（邦楽（箏）、クラシックギター、ちぎり絵な
ど）
・合同作品展
　 12月頃、鳥取市文化センター文化活動ひろばにて開催予
定

16

１００曲マラソン開催事業 文化交流課 　出演者と来場者が１００曲の童謡唱歌を歌いつなぐ市民
参加型のコンサート事業です。

　童謡唱歌の普及と音楽団体の親睦を図るとともに市
民が童謡唱歌に親しむ機会を創出します。 〇

とっとり童謡唱歌の会

〇 〇

とっとり童謡唱歌の会と連携し6月20日（金）地元合唱団体(27
団体)の参加により開催

17

麒麟のまち鳥取市美術展
開催事業

文化交流課 　麒麟のまち圏域の住民等を出品資格とする洋画・書道・
写真など９部門の美術展覧会の開催事業です。

　麒麟のまち鳥取市美術展を開催することにより市民
の文化芸術活動の成果発表及び鑑賞の場を提供し
ます。

〇

麒麟のまち鳥取市美術
展運営委員会

〇

・出品数　　　300件
・来場者数　3,000人
・ワークショップを実施、別途受賞作品展を開催

18

市民国際理解推進事業費 国際交流プラザ 　外国人住民を含む市民が他国の文化にふれ、交流する
機会として、多文化交流フェスタを実施します。

　外国人住民と地域住民との親睦・交流を深め、文化
や習慣などを知ることにより、相互理解の増進につな
がります。

〇

市民団体

〇 〇

・実施予定日　6月28日（土）
・目標参加人数　400人

19

スマートフォン教室開催事
業

デジタル戦略課 　携帯電話事業者及び鳥取市社会福祉協議会等と連携し
てスマートフォンの操作を学ぶ講習会を開催します。

　スマートフォンの操作方法を習得するなど、デジタ
ルデバイドの解消を図ります。

〇 〇

地区公民館
　18館で36回開催予定（各回とも10人～15人程度）
さざんか会館ほか
　4会場で8回開催予定（各回とも15人～25人程度）

20

グリーンツーリズム推進事
業

地域振興課 　研修会の開催等により、会員相互の情報共有ならびに
会員と市職員（市民生活部地域振興課および各総合支所
グリーンツーリズム担当）との連携を図り、市内グリーンツー
リズム活動の活性化を図ります。

　ツーリズム資源の保全、自然、景観、生活文化など
の環境保全が図られます。
　農産物の生産・加工・販売や、農林水産業の体験、
農家民泊などにより経済的効果が期待できます。
　農村住民と都市住民とのコミュニケーションの活発
化による、移住定住促進などの社会的効果が期待で
きます。

〇 〇

鳥取市グリーンツーリズ
ム連絡会

〇 〇 〇

【鳥取市グリーンツーリズム連絡会】
・新規会員入会　1団体
・研修会　年1回実施

21

輝く中山間地域創出事業 地域振興課 　中山間地域の活性化を目指し展開する、地域活性化計
画の策定及び策定した計画に基づくソフト事業及び地域
資源等を活用した、むら（中山間地域住民）とまち（市街地
住民）による交流事業に対し、補助金を交付します。

　地域住民、団体等が自ら創意工夫を凝らした事業
に取り組むことで、集落の維持活性化及び地域活力
の再生が図られます。 〇 〇 〇 〇

鳥取市内に住所を有す
る各種団体

〇

取組団体 15団体（計画策定・ソフト事業・里山交流事業）

22

中山間地域・買い物支援事
業

地域振興課 　移動販売車導入経費、移動販売車運営経費及び移動
販売と見守り活動を組み合わせた買い物福祉サービスに
係る経費の一部を助成します。

　買い物困難地域（店舗・移動販売のない地域）にお
ける買い物環境の改善を図ると同時に、見守り活動
の推進も強化することで、安全安心な生活を確保しま
す。

〇 〇

移動販売等のビジネス
を起業・拡大しようとする
者 〇

・移動販売車購入支援　　1事業者
・移動販売運営支援　　　3事業者
・買物福祉サービス支援　4事業者
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23

中山間集落見守り活動支
援事業

地域振興課 　中山間地域等で事業活動を営む事業者と市及び県との
間に協定を結び、中山間地域等の集落の見守り活動を行
います。

　事業者と行政機関が連携して住民の日常生活の異
常等を早期発見する体制を整備し、中山間地域で安
全安心に生活できる地域づくりを推進します。 〇

中山間地域等で事業活
動を営む事業者

〇 〇

協定締結数　1事業者増
（令和７年度末数値目標：41事業者）

24

移住定住空き家運営事業 地域振興課 　空き家を活用した定住を促進するために、地域のまちづ
くり活動団体に空き家運営業務を委託し、移住定住希望
者それぞれの要望に合わせた空き家の情報提供とマッチ
ングに取り組みます。

　地域の住民と一体的に事業を実施することによっ
て、移住定住後の安全安心な生活が確保されます。

〇 〇

地域でまちづくりの活動
を行っている団体

〇

取組団体　9団体

25

お試し定住体験事業 地域振興課 　地域の空き家をお試し体験施設として運営し、移住を検
討されている方に試験的に暮らしてもらい、農林漁業など
の体験や地域活動に参加していただくことなど本市の気
候や風土を体感して移住定住につなげていく取り組みで
す。

　地域住民と一体的に事業を実施することにより地域
の人口増加と地域活性化に繋がります。

〇 〇 〇

地域でまちづくり活動を
行っている団体・個人

〇

取組団体　3団体

26

鳥取砂丘一斉清掃 協働推進課 　県東部の貴重な財産である鳥取砂丘の美しい自然を守
るため、また観光客に砂丘の本来の魅力を体感してもらう
ために、協働による一斉清掃を昭和55年から年に2回実施
しています。春の一斉清掃では千代川河口から岩戸海水
浴場付近までの砂丘海岸約7㌔、秋の一斉清掃は「山陰
海岸ジオパーク一斉清掃」と題して、砂丘海岸に加えて船
磯海岸、青谷海岸の清掃を行っています。
　多くの市民をはじめ、事業者や市民活動団体、学校、幼
稚園、保育園など、年2回で4,000人以上の方にご参加を
いただいています。

　鳥取砂丘の環境保全に資するとともに、年2回の一
斉清掃以外でも、学校や企業、ボランティアグループ
などによる清掃活動として行われるようになっているこ
とで、ボランティア活動への参加意識を高めることにも
つながっています。
　また、従来、行政が行っていた清掃業務に代わり、
一斉清掃やボランティアによる清掃が定着したこと
で、費用の削減にもつながっています。

〇 〇 〇 〇 〇

鳥取市尚徳会他

〇 〇

春の鳥取砂丘一斉清掃
4月20日　実施
参加者2,807人（実績値）

山陰海岸ジオパーク一斉清掃
（秋の鳥取砂丘一斉清掃）
10月5日　実施
参加者　2,390人程度予定

27

全市一斉清掃 協働推進課 　美しく住みよいまちづくりのため、年に２回、各地域で一
斉清掃日を定めて清掃美化活動を実施しています。

　地域全域の清潔を保つとともに、市民の美化に対
する意識を高めることができます。また、ある程度まと
まった日程で実施するため、収集を効率的に行うこと
で費用を抑えることにもつながります。 〇 〇

市民運動推進協議会、
鳥取地域の市民

〇 〇

年２回実施

鳥取地域
春の一斉清掃　5/18　実施
秋の一斉清掃　10/19　　実施予定
※町内会によっては別日に実施

28

鳥取市市民運動推進協議
会

協働推進課 　市民が主役となって運動を推進することにより、美しく住
みよいまちづくりをめざします。
　【事業内容】
　・花いっぱい運動
　・一斉清掃事業
　・地域美化活動団体への助成

　市民が主役となって運動を推進することにより、美
化意識の高揚が図られています。

〇 〇 〇 〇

鳥取市市民運動推進協
議会

〇 〇

・プランターコンクールの開催
・ボランティア団体へごみ袋を提供
・全市一斉清掃の実施

29

鳥取市市民まちづくり提案
事業（協働事業部門）

協働推進課 　行政課題の解決のために提案された、市民活動団体の
新しい発想や柔軟性、専門性を活かした「まちづくり事業」
に対して助成することにより、市民活動の活性化、及び市
民と行政の協働によるまちづくりの推進を図ります。
○協働事業部門
（市民等が市と協働することでさらなる行政課題の解決が
期待できる事業）
補助率　１０/１０
補助限度額　上限100万円の中で各テーマに沿って限度
額設定

　市民活動の活性化を促進させるとともに、市民が参
加する市民活動事業が実施されることで、市民活動
の意義が啓発されます。また、様々な行政課題の解
決を図る「まちづくり事業」の提案を市政に反映させる
ことにつながります。

〇

市民、市民活動団体等
の各種団体

〇

実施予定なし

30

鳥取市ボランティア・市民活
動センター業務委託事業

協働推進課 　ボランティア・市民活動に対する様々なサポートや啓発
活動、及びボランティア・市民活動に関する調査、広報、
研修などを委託し、ボランティアや市民活動団体の育成を
図ります。

　市民のボランティア・市民活動に対する理解と関心
を高め、参加を促し、支援を行うことで、本市のボラン
ティア・市民活動の推進につながります。

〇

社会福祉法人　鳥取市
社会福祉協議会

〇

市民活動拠点アクティブとっとり登録団体数　160団体
市民活動拠点アクティブとっとり会議室利用　1,200件
ボランティア・市民活動研修　90回開催

31

鳥取市社会奉仕活動等補
償制度

協働推進課 　市民活動中の事故等による傷害や損害賠償などの保険
に加入することにより、市民が安心して市民活動を行える
よう支援します。

　多くの市民に市民活動への参加を促すことができま
す。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

市民

〇

加入者数　延べ600,000人

32

地域の未来づくり懇談会(地
域づくり懇談会)

協働推進課 　市の幹部職員が地域に出向き、各地区住民と直接意見
交換し、また、当日市民からいただいた意見・要望等は文
書にまとめ、各担当課に周知徹底します。

【実施予定地区数】
※原則３年に一度開催。

　地域及び市政の課題を解決し、対話行政を推進す
ることにより、市政の一層の発展と協働による地域づく
りの推進を図るとともに、心豊かに安心して暮らせる
地域社会を築く。 〇 〇 〇

各地区会長、役員、まち
づくり協議会役員、関係
者等

〇

開催予定地区数　10地区
懇談会参加者のうちまちづくりの参考になった人の割合
75.0％
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33

コミュニティ支援事業 協働推進課 　「まちづくり協議会」が各地区で設立されると、地域コミュ
ニティ計画の作成や計画に基づく協働のまちづくり事業が
実施されます。このため、地域との対話を重視しながら、人
的・財政的支援を充実し、「協働のまちづくり」の着実な前
進を図るよう、各種の事業を展開します。
1　人的支援の充実
（1）「まちづくり協議会」を設立し、事業を展開する地区に
は、標準的な職員体制に加えて、原則として、嘱託職員1
名の配置を行います。
（2）地域組織のあり方や活動の見直し及び課題の洗い出
し等を実施する協議会へ専門知識を有する民間アドバイ
ザーを派遣する『地域アドバイザー派遣事業』行います。
2　財政支援の強化
地域コミュニティのより一層の充実・強化を図り、地域が効
果的に事業を実施できるよう、地域運営組織活動支援事
業交付金の充実を図ります。

　市民と行政が適切な協力関係で支え合う「市民と行
政による協働のまちづくり」を進めるため、コミュニティ
活動への支援を行うことで、自立したコミュニティ活動
の推進が可能となります。

〇

各地区まちづくり協議会
等

〇

地域運営組織活動支援事業交付金
・予算額　30,542千円
・交付団体数　61団体

34

自治会活動活性化支援事
業

協働推進課 　各自治会活動の活性化支援を目的に実施しています。

コミュニティ活動支援事業
　・地域コミュニティ推進事業
　・町内会加入促進事業

　住民の自主性、主体性に基づいて町内会等が地域
活動を行うことにより、市民活動のパワーアップが図ら
れ、地域コミュニティの活性化、個性を活かしたまち
づくりの推進に寄与します。

〇

町内会等

〇

地域コミュニティ活動支援事業交付金
・予算額　11,200千円
・交付件数　510町内会

35

防犯灯設置事業 協働推進課 　町内会の防犯灯設置申込により、市が防犯灯の設置を
行っています。設置後の維持管理（電気代等）については
町内会が行います。

　犯罪件数の低下及び町内会の防犯意識の向上を
図ります。

〇

町内会等

〇

新規設置件数　100基
取替・修繕件数　387基

36

地域コミュニティ除雪活動
支援事業

協働推進課 　大雪時に町内会等が行う生活道路確保のための自主的
な除雪活動を支援します。
補助率４分の３　補助上限額５万円

　地域生活道路の確保を図ります。

〇

町内会等

〇

地域コミュニティ除雪活動支援事業補助金
・予算額：4,306千円

37

安全で安心なまちづくりネッ
トワーク会議

協働推進課 　鳥取警察署、智頭警察署、浜村警察署の３警察署管内
毎に「安全で安心なまちづくりネットワーク会議」を開催し、
自主防犯活動団体、警察署、鳥取市、鳥取市教育委員会
等が相互の情報交換及び情報の共有を行うことで地域の
実情を考慮しつつ、安全で安心なまちづくりを推進しま
す。

▼ 地域の実情に応じた防犯活動を行うため、自主防犯活
動団体の実践内容等の情報を共有します。
▼ 身近な地域安全活動を実践するため、警察署からの犯
罪情報等を共有します。
▼ 児童生徒の安全を確保するため、警察署・鳥取市教育
委員会からの不審者情報等を共有します。
▼ 安全で安心なまちづくりを推進するため、鳥取市・鳥取
市教育委員会・警察が取り組むべき事項を検討します。

　自主防犯活動団体、警察署、鳥取市、鳥取市教育
委員会等が相互に情報交換及び情報の共有をする
ことにより、犯罪の発生の抑制に繋がります。
　また、他地域における防犯活動状況を共有すること
により、地域ごとの新たな防犯活動に繋がります。

〇

自主防犯活動団体（１１
４団体）

〇

自主防犯活動団体補助金補助金
・交付件数　１団体
防犯ベストまたは防犯キャップの支給
・支給団体数　13団体

38

安心安全まちづくり推進事
業

協働推進課 　町内会等で結成している自主防犯団体が実施する講習
会や危険箇所の点検、防犯パトロール等に要する経費の
一部を補助することで、活動団体の育成・支援を行い、地
域における防犯活動の強化を図ります。
　また、「防犯ベスト・キャップ」の配布により、地域の防犯
活動の活性化を図ります。

　効果的かつ継続的な防犯パトロールの実施、防犯
マップの作成、防犯活動に必要な資機材の購入等に
かかる費用の補助を行うことで、地域防犯活動の活性
化や地域防犯力の向上に繋がるとともに、安全で安
心して暮らすことのできる地域づくりがより一層推進さ
れます。

〇

自主防犯活動団体

〇

・安全安心だよりの発行（12回）
・ 安全で安心なまちづくりネットワーク会議（必要に応じて開
催）
・ 防犯ビデオの貸出

39

公民館における若者のまち
づくり事業

協働推進課 　市内の大学等に通う学生による公民館事業への企画提
案、事業実施を行います。

　地域社会の担い手となる若者が公民館活動に参画
することで、新たな発想が取り入れられ、地域の活性
化や魅力の創造、地域課題の解決が推進されます。
また、これらの活動を通じて、若者と地域が持続的に
つながり、絆を深め、まちづくりに積極的に参画する
人材が育成されます。

〇

大学生、若者

〇

若者による公民館事業等の企画提案・事業実施
・事業実施件数　４件

40

消費者教育・啓発出前講座 市民総合相談課 ・対象：市内の団体（自治会、地区社協、公民館、老人クラ
ブ、婦人会、ＰＴＡなど）や活動の拠点が市内に限られる事
業所・消費者団体など
・内容：対象団体等からの申込みに基づき、次に掲げる講
座のいずれか又はその組み合わせにより実施し、消費生
活に関する情報の提供等による啓発活動を行います。
（１）消費生活センター（以下「センター」という。）の消費生
活相談員その他の職員による講話、ＤＶＤ上映等
（２）鳥取市消費者団体連絡協議会による消費者寸劇（委
託）

　点検商法やＳＦ商法など悪質商法等の消費生活に
関する情報を提供することで、被害の未然防止につ
なげ、市民の消費生活の安全及び向上を図ります。

〇

鳥取市消費者団体連絡
協議会

〇

出前講座件数（見込み）/50件
※ただし件数の増減により事業効果を評価するものではありま
せん。

予算額　125千円（委託分）
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41

ファミリーサポートセンター
（生活援助型）運営事業

長寿社会課 　軽易な家事援助等を受けたい高齢者と、援助を行いた
い人の双方にファミリー・サポート・センターに会員登録し
てもらい、簡単な家事等の援助活動の仲介を行います。

　地域の相互扶助の取組みを支援することで、地域
の中で安心して暮らしていただける環境をつくりま
す。

〇

（社福）鳥取市社会福祉
協議会に委託

〇

依頼会員数　　500人
協力会員数　　180人
活動回数　     4,200回

42

認知症キャラバン・メイト連
絡会

長寿社会課 　「認知症を予防するとともに認知症になっても安心して暮
らせるまちづくり」の実現に向けて、認知症サポーターの養
成とともに各種の啓発や予防活動及び関係機関、組織、
団体等への働きかけや協力、連携体制づくり、ネットワーク
化を推進します。

○活動内容
　①「認知症サポーター」の養成
　②「認知症を予防するとともに認知症になっても安心して
暮らせるまちづくり」のための啓発活動
　③認知症に関する取組への活動支援
　④具体的活動のための連絡会の開催
　⑤資質向上のための研修

１．啓発活動
　認知症サポーター養成講座や地域での啓発活動を
さらに普及することで、認知症を正しく理解し、地域で
支え合う住民意識の高揚を図ります。
２．連絡会の組織強化
　①連絡会の中で情報共有や新しい情報を伝えるこ
とで、キャラバンメイトの資質向上と意欲の醸成を図り
ます。
　②活動報告をまとめたり、活動発表等により、活動を
振り返り、評価することができます。
３．連携体制
　認知症に関する取組を広く行うことにより、関係機関
や地域の組織等との連携強化を図ります。

〇

認知症キャラバン・メイト
連絡会

〇 〇

１.認知症キャラバン・メイト新規養成者数　５人
２.主な活動内容
①認知症サポーター養成講座の開催 30回
②認知症カフェ、キャラバン・メイト合同研修会・連絡会の開催
1回
③実際の講座の見学　3回

43

認知症高齢者等ご近所見
守り応援団事業

長寿社会課 　認知症等により一人で外出することに不安のある人やトラ
ブルに巻き込まれる心配のある人に登録していただき、認
知症になっても安心して外出できるよう地域で見守る事業
です。事前に登録し、行方不明等の際に早期の発見・保
護につなげます。
　また、本人がよく立ち寄るお店や事業者等に、協力を依
頼し、協力を得られる場合はステッカーをお渡しします。

　認知症の人やその家族を市民みんなで見守る機運
を高め、認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
を推進します。また、認知症の人が行方不明になって
も、早期に発見し、保護できる体制づくりを進めます。

〇 〇

市民、事業者等

〇

1　事前登録の推進　　９５件
2　協力事業者の募集　１０件
3　ワーキングの開催　　１回

44

避難行動要支援者支援制
度普及促進事業

地域福祉課 危機管理課 　ひとり暮らしの高齢者や障がいのある方などの要支援者
が、災害時に地域の“共助”により支援を受けられる体制
づくりを促進し、災害に強い安全・安心なまちづくりを目指
します。

【具体的な事業内容】
　要支援者となりうる対象者の情報を、市から地域の要支
援者支援団体（自治会、自主防災会、民生児童委員等）
に提供し、支援団体からその対象者に対して制度への登
録について直接働きかけを行っていただきます。
　制度登録に対して同意が得られた場合は、災害時に必
要な支援の内容など、詳細な要支援者情報を収集し、そ
の情報を基に個別避難計画を作成して要支援者支援団
体で共有し、要支援者に対する日ごろの見守りや災害発
生時の支援体制を整備していただきます。
　また福祉専門職（ケアマネジャー、相談支援専門員）に
委託し、地域の支援組織にも、ご協力いただきながら個別
避難計画の作成を推進します。

　平成27年度において、すべての地区（61地区）で、
避難行動要支援者支援制度の取組が実施されまし
た。今後は、引き続き、要支援の対象者に対して制度
への登録勧奨を行っていただき、より安全・安心な地
域づくりを推進します。

〇 〇 〇 〇

自治会、民生児童委員
協議会などの地域の要
支援者支援団体、福祉
専門職（ケアマネ
ジャー、支援専門員）

〇 〇

制度登録者数　3,797人（令和6年度末)
予算額　　350千円

45

地域の「話し愛・支え愛」推
進事業費

地域福祉課 　地域住民が身近な福祉課題に気づき、支え合いなどの
福祉活動の活性化を図るため、地域における福祉の「話し
合い」、「支え合い」、「学び」の場づくりを鳥取市社会福祉
協議会と協働で推進します。
　また、地域のサロン等から潜在的な課題を抱えている者
の情報を集め、その者とのつながりを作りながら適切な支
援機関へつなぐとともに、既存の社会参加に向けた支援で
は対応ができない者について地域の社会資源などを活用
した社会とのつながり作りに向けた支援を鳥取市社会福祉
協議会との協働で行います。

　地域住民が身近な福祉課題に気づき、「話し合
い」、「支え合い」、「学び」の場を活用した、支え合い
などの福祉活動の活性化が進みます。
　潜在的な課題を抱えている者が支援機関へつなが
るとともに、既存の社会参加に向けた支援では対応
ができない者について適切な社会とのつながり作りが
進みます。

〇

鳥取市社会福祉協議会

〇

（場づくり）2地区（継続）をモデル実施
（伴走型支援）全地区で実施
予算額　　33,786千円

46

保育園園庭芝生化事業 幼児保育課 　子どもの体力の低下、情緒の不安定が社会問題化する
なか、子どもたちが裸足で思いきり遊べる場所、周辺環境
にやさしい癒しの空間を創造することにより、児童の屋外
活動を促進し、基礎体力の向上、情操の安定に資すること
を目的としています。
　鳥取市内のＮＰＯ法人グリーンスポーツ鳥取の技術協力
により、「協働方式」による園庭の芝生化を実施した園にお
いて芝生の養生作業を行います。保育園等後援会が実施
主体となり、保護者が作業を負担、市が事業費を補助、Ｎ
ＰＯが技術指導を行い、三者協働により低コストで快適な
保育環境を整備します。

　冬芝の播種、また肥料散布による養生を行うことで
芝の状態を良好に保ち、転倒によるケガの減少、児
童の外遊びが盛んになるなどの効果があります。ま
た、親子で作業することによる交流や家庭での会話が
増える等、子どもの情操への好影響も期待できます。

〇 〇

保育園保護者会等

〇

芝生化実施園における冬芝播種、肥料散布　１９園
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47

ファミリーサポートセンター
(育児型)運営事業

幼児保育課 　ファミリーサポートセンターに登録した人が、子どもの預
かりなど育児の手助けがしてほしい時にセンターに依頼
し、育児の手助けをしたい人を紹介してもらい、地域の中
で子育てについて助け合うとともに仕事の両立を応援しま
す。
・保育園・幼稚園までの送迎や預かり　・放課後・学童保育
施設までの送迎や預かり　・保護者の病気や休養、冠婚葬
祭時の預かり等に利用しています。

　育児の援助をする会員(提供会員)と育児の援助を
受けたい会員(依頼会員)が相互に援助活動を行うこ
とにより、仕事と家庭を両立し安心して働くことができ
る環境をつくります。

〇 〇

(社福)鳥取市社会福祉
協議会

〇

提供会員:90名以上
依頼会員:900名以上
両会員:20名以上
活動件数:1,000件以上

48

ブックスタート事業 こども家庭セン
ター

　保健所等が実施する6か月健康診査を受ける親子に対し
て、ボランティアと図書館司書が手遊びと絵本の読み聞かせ
を行っています。赤ちゃんは、保護者に抱っこされ、ゆっくりと
ことばを語りかけられる時間を通して、安心感や親の愛情を
感じながら「心がふれあう時間を親子で家庭でも過ごしてほし
い」ということなどを伝え、「ブックスタートパック」を手渡してい
ます。また、図書館で開催される読み聞かせ会も紹介してい
ます。（6か月健康診査未受診者へは、保健師が家庭訪問等
で「ブックスタートパック」を手渡しています。）
　「ブックスタートパック」の絵本の選定や実施方法、ボラン
ティアの資質向上のための研修、市民への啓発等について3
者が協働して行っています。
さらに令和５年度からブックスタートフォローアップ事業とし
て、1歳６か月児健診で絵本を1冊プレゼントします。

　6か月の全ての赤ちゃんが対象である健診で読み
聞かせの楽しさや、絵本の楽しさを体験してもらうこと
ができます。また、選書や赤ちゃんへの読み聞かせ
方など、図書の専門家から具体的なアドバイスにも応
じています。読み聞かせボランティアの支援により、こ
の事業が支えられ、赤ちゃんと保護者にあたたかい
時間を感じてもらい、それぞれが得意分野の能力を
発揮して取り組むことで、効率的で効果的な事業展
開ができます。
ブックスタート事業で始まった絵本のとのかかわりをさ
らに継続し、親と子の楽しいっをすごしてもらい、よりよ
い親子関係のきっかけづくりや子どもの豊かな育ちと
子育てを支援することができます。

〇

絵本の読み聞かせボラ
ンティア　（及び　図書
館）

〇

6か月健康診査実施予定回数
  中央：年37回
  西ブロック：年6回、南ブロック：年6回
読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実働予定延べ人数・・・約172人
読み聞かせ実施予定人数・・・約1,300人
ブックスタートパック配布予定数・・・約1,300人
1歳6か月児健診での配布予定数…約1,300人

予算額：3,503千円

49

子育て支援を考える会との
協働事業

こども家庭セン
ター

　平成２３年度より地域で子育て支援をしている人たちが
集まり、子育て支援を考える会を結成し、「親子が健やか
に安心して子育てできるまち」を実現するために意見交換
を行っています。
　平成２６年度に、地域での子育て支援の団体を知っても
らうこと、支援者同士のつながりを深めることを目的として
「子育てフェスタ」を開催しました。
　平成２７年度より「鳥取市子育て支援ネットワーク」に名称
を変更し、地域の子育て支援の情報交換や支援者の資質
向上のための交流会や研修会を実施しています。
　子育て支援活動の一環として、平成２８年度に中央保健
センター、平成３０年度に鳥取東健康福祉センターの１歳６
か月児健診へのボランティアを開始しました。
　また、平成２９年度より、産後サロンにもボランティアとして
協力しています。

　地域で子育て支援をしている団体相互が意見交換
することで、これからの子育て支援を考え、活動の推
進を図ります。
　また、支援者研修会では、支援者の資質の向上と
地域での活動の活力にもつながっています。
　これらにより、各団体との連携を図り、親子が健やか
に安心して子育てができるまちの実現が期待されま
す。

〇

鳥取市子育て支援ネット
ワーク

〇

○団体数　　　　　　　　　　10団体
○全体会　　　　　　　　　　　年2回
○役員会　　　　　　　　　　　年4回
○子育て支援者研修会　　　　　年1回
○健診ボランティア　　　　　　中央：36回　東：12回
○ひだまりサロン（産後サロン）中央：年12回
〇子育てフェスタ　　　　　　　年１回

50

健康づくり地区推進員健康
づくり事業

健康づくり推進課 　鳥取市自治連合会の組織の町内会（区）の推薦に基づ
き、市長が委嘱された推進員が分担する地区において、
市民の健康づくり事業を推進している。
１　市内４１地区の健康づくり推進員会をもって協議会を組
織している。協議会では、三役会・常任理事会・理事会を
開催し、事業の内容や推進について協議。また、資質向
上のための研修会等を開催し、自己研鑚している。
２　地区では、原則として、鳥取市自治連合会の組織の町
内会（区）より１名以上の推進員を設置。研修会・健康講演
会、健康相談、健康ウォーク、集団検診の受診啓発等を実
施し、地域の健康づくり活動のリーダーとして、市民の健康
づくりを推進している。

　各地区での講演会、ウォーキングなどの運動の推
進、健診受診への啓発、喫煙防止の取組などの健康
づくり活動により、多くの市民が自分の健康について
振り返り、健康づくりに取り組む機会をもつことができ
ています。

〇

健康づくり地区推進員
948人（鳥取市民健康づ
くり地区推進員連絡協
議会）

〇

①健診受診率の向上の取り組み：各地区で声かけ等の啓発
活動、健診受診勧奨の実施
②運動の推進：運動習慣のきっかけづくり、運動の啓発等
③たばこ・アルコール対策：イベント時に禁煙等啓発
④健康講演会、研修会の実施

予算額：5,957千円

51

しゃんしゃん体操普及事業 健康づくり推進課 　健康寿命の延伸を図り、元気で活動的な高齢者を増や
すため、介護予防と地域のふれあいを目的に平成18年度
に「しゃんしゃん体操」を作成した。体操普及のため「しゃ
んしゃん体操普及員」を育成し、地域の中で普及に取り組
んでいる。また、普及員の技術向上や、普及員同士の交
流を深める等の目的で普及員連絡会やスキルアップの研
修を行う。
　さらに平成21年度には、体操継続者のステップアップや
若い世代の方にも親しんでもらうこと等をねらいとして、しゃ
んしゃん第2体操、お口元気体操、しゃんしゃんウォーク、
しゃんしゃんストレッチを作成。平成27年度には、認知症
予防体操として「しゃんしゃんコグニサイズ」を考案し、DVD
等も活用しながら普及・啓発に努めている。令和６年度は
いなばぴょんぴょんネットで第１体操とお口元気体操の番
組を放送開始。令和７年度は、地区のしゃんしゃん体操グ
ループへのフレイルチェックの実施によりフレイル状態を早
期に把握し、次の支援につなげることができるよう、鳥取市
中央包括支援センターと連携した取組を実施する。

・フレイル予防やふれあいのあるあたたかい地域づく
りにつながり、元気で活動的な高齢者を増やし健康
寿命の延伸を図ることができる。
・地域の身近な人とともに住み慣れた場所で実施する
ことにより、楽しく継続的に健康づくりを行うことで、生
涯にわたる心身の健康の保持・増進につながる。

〇

しゃんしゃん体操普及員
（しゃんしゃん体操普及
員連絡会）

〇

しゃんしゃん体操
・実施回数1,500回、延人数21,000人
・予算額：728千円
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52

食育推進員会による食育推
進事業

健康づくり推進課 　生涯を通じて健康に過ごすことができるよう、生活習慣病
予防に重要である「食生活」を重点とし、確かな知識を地
域で広く継続して普及し、疾病予防、健康づくりにつなげ
ることを目的に活動。①伝達講習会等の開催②「第３次鳥
取市食育推進計画」および「とっとり市民元気プラン2021」
に基づく食育推進事業の開催③市が行う食育推進に関す
る協力

　本市栄養士による栄養・食生活に重点をおいた生
活習慣病予防についての研修を受講した推進員は、
その履修内容を各地区で「伝達講習会」として開催す
ることで、広域にわたる推進、啓発が継続して可能と
なり、市民への健康的な食生活の定着につなげること
ができる。

〇

鳥取市食育推進員会

〇

・会員数：324人
・伝達講習会の開催　テーマ①「災害に備えた食生活」テーマ
②「ひと工夫でおいしく適塩しよう」テーマ③「みんなの食育」
テーマ④「適塩講座」
・市報「食」コーナー掲載
・CATV「食育らくらくクッキング」放映
・本市イベント協力

・予算額：2,500千円

53

健康ひろば事業 健康づくり推進課 　「自分の健康は自分で守ろう」と、市民一人ひとりの健康
意識を高め、健康づくりの大切さを啓発するため、昭和５９
年から「鳥取市民健康ひろば」を開催しています。

　市民一人ひとりが生涯を通じて、その人らしく健康で
豊かな人生を送ることを目指して策定された「とっとり
市民元気プラン２０２１」を推進するため、市民一人ひ
とりが健康づくりの意識と意欲を高め、主体的に取り
組むきっかけづくりを目的とした健康づくり講演会等
を実施します。

〇

鳥取市民健康ひろば実
行委員会

〇

第４１回鳥取市民健康ひろば
健康づくり講演会、各種測定ブース等

予算額：1,000千円

54

地域・職域連携推進事業 保健総務課 健康づくり推進課 　令和７年度は鳥取県東部圏域の働く世代の健康づくりを
目的としたウォークイベントを実施します。事業所に働きか
けを行いながら従業員の参加を促します。
　また、地域の関係団体等と健康課題を共有しながら、協
働してイベントに取り組みます。

　働く世代の健康づくりのきっかけとする。またイベン
トを通して関係団体や事業所との連携を推進します。

〇 〇 〇 〇

鳥取県中小企業団体中
央会、鳥取県栄養士
会、鳥取市食育推進員
会、ゆうゆうとっとり子育
てネットワーク

〇 〇 〇

　11/3の鳥取市木のまつりと併せて実施。中心市街地を自由
に散策し、歩数や商店街の協力店舗による割引利用、謎解き
等を通して加点し上位を表彰する。
また、１か月後も健康づくりが継続しているか、歩数や意識の
変化をアンケートにて報告してもらう。
数値目標：参加人数100～200人、関係団体の協力３か所程
度。

55

地域猫等活動支援事業 生活安全課 　飼い主のいない猫の頭数が多く、既存の不妊・去勢手術
助成事業では対応が困難なケースについて、鳥取市地域
猫活動頭事業において、本市が不妊・去勢手術を実施し
た後、各地域に設置された団体が、餌及びトイレのなどの
管理を適正に行い、地域の生活環境の支障の軽減に繋
げる。

　野良猫を不妊・去勢手術し、地域で適正に管理する
ことで、猫による「糞尿被害」など各地で発生している
衛生環境の問題解決が図られる。

〇 〇

野良猫不妊・去勢手術頭数
　　　　　　　　１８０頭/可能

56

地産地消フェア 経済・雇用戦略課 　地元で生産されたものを地元で消費する地産地消への
理解を深めるため、関係団体で連携して地産地消をＰＲし
ます。
　実施内容　　地産品販売、食育PR、地酒紹介等各種
ブース出展

　地元で生産された農林水産物や製品等を地元で消
費することの有用性ををPRするとともに、生産者と消
費者の繋がりをより深めることができます。

〇

鳥取市地産地消推進協
議会

〇

地産地消フェア（鳥取市三十二万石お城まつりと共催）
来場者　１６，０００人（予定）

57

鳥取市花と木のまつり 経済・雇用戦略課 　若桜街道を歩行者天国にして花の苗や苗木の配布、特
産品販売、体験コーナーなど子どもから大人まで楽しめる
多彩なイベントを行います。
実施日
　　花のまつり　4月29日（月・昭和の日）
　　木のまつり　11月3日（日・文化の日）

　市民の主体的参加による花と緑のある豊かなまちづ
くりを目指します。

〇

鳥取市花と木のまつり実
行委員会

〇 〇

花のまつり参加者　31,000人
木のまつり参加者　33,000人

58

観光ボランティアガイド活性
化事業

観光・ジオパーク
推進課

　（一社）鳥取市観光コンベンション協会への委託事業とし
て、観光客をあたたかく迎えるため、観光客のニーズに
あった解説のできるガイド養成やガイド事業の実施等を行
い、訪れただけでは知ることのできない鳥取市の文化や魅
力を深く理解してもらい、観光客のリピーターの増加につ
なげるとともに、市民自らが観光客をもてなす意識を高め
ます。

　多くの市民が観光ガイド養成講座に参加し、市民が
観光客をもてなす機運の醸成に努めます。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市民

〇 〇

観光ガイド利用者数　5,000人

59

観光施設整備事業 観光・ジオパーク
推進課

　鳥取市が管理する観光地のトイレ清掃の一部について、
地元の個人、団体等に業務委託し、観光客に、気持ちよく
観光施設を使用していただくよう、環境の整備に努めるとと
もに、地元の観光地を取り巻く環境の美化への意識醸成
を図ります。

　地元の方に清掃・除草業務を委託することにより、
地元の施設への愛着を深めていただくとともに、地元
の方も一体となって美しい環境の中で観光客をもてな
す雰囲気を醸成します。

〇 〇 〇 〇

市民･団体

〇

実施予定箇所　6箇所
実施予定団体　6団体

60

鳥取砂丘除草ボランティア 観光・ジオパーク
推進課

　近年、鳥取砂丘では外来の雑草等が繁茂し、砂の移動
が抑制され美しい風紋等が減少してきたことから、平成16
年度よりボランティア除草活動を実施しています。
　今年度も、除草の目的である本来の「砂の動く生きた砂
丘」の復活を目指すため、雑草等が種子を散布する初秋
の頃までに実施することとしています。

　毎年、除草を実施することにより、自然が造り上げた
貴重な財産を守り、次世代へ引き継ぎます。
　近年は、企業・団体単位で一定の区域を受け持つ
アダプトプログラムによる除草活動が積極的に行われ
るようになり、鳥取砂丘をみんなの手で守ろうという機
運が盛り上がる、などの効果が期待されます。

〇 〇 〇

市民、企業・団体

〇 〇

参加者目標：4,000人

61

鳥取砂のルネッサンス 観光・ジオパーク
推進課

　砂像は国内でも多くのイベントが開催され、芸術やアート
としての認知も深まりつつあります。
　学生限定の砂像グランプリや、小学生以下の子どもを対
象とした巨大砂場を使ったワークショップなど、民間を中心
とした実行委員会の取組を支援し、担い手の発掘・育成や
市民の砂像文化の醸成を図ります。

　市民レベルで砂像や砂に係るイベントに取り組むこ
とで、市民の砂像文化の醸成と地域経済の活性化を
図ります。

〇 〇 〇

市民、企業・団体

〇 〇

・砂まつり（目標：約720名）
・あそびのすなば（目標：約710名）
・すなばようちえん（目標：16園）
・出張砂遊びレクチャー会（目標：6園）
・砂像出張出前授業（目標：2校）
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62

みんなで取り組む農山村保
全活動支援事業

農村整備課 　企業等及び市街地の地区公民館等と連携し、農地や農
業用水路などの地域資源の保全活動を行いながら、農産
物の生産や加工品づくりなどにも取り組み、農業・農村の
活性化につなげている中山間地域の農山村集落に対して
支援を行います。
◎共生の里推進加速化事業（５年間）
　中山間地域の農山村集落等と企業・団体が協働して活
動を行います。
◎むら・まち支え合い共生促進事業（３年間）
　中山間地域の農山村集落等と市街地の地区公民館等
が協働して活動を行います。

　交流活動を通じて農業・農村の保全意識を高め、新
たな活動により自立的な農業を行おうと意欲的に取り
組む集落について、地域貢献に前向きな企業や自治
会等との協働による低コストかつ持続可能な農業・農
村の活性化を目指し、新たな地域ブランド等を創出
することで地域振興を図ります。

〇 〇 〇

農山村集落、地区公民
館、企業・団体等

〇

◎共生の里推進加速化事業
事業実施件数　３件
・国府町楠城地区-鳥取瓦斯
・気高町殿地区-明治安田生命
・上段地区‐日本生命
R7予算額　1,800千円

63

女性の森グループ活動支
援事業

林務水産課 　森林の持つ多面的機能の啓発等を行う女性団体の活動
に必要な補助金を交付し、林業の振興を図ります。

　森林の保護、育成活動、森林に関する学習を通じ
て森林の保護に対する意識を醸成します。

〇

鳥取市女性の森グルー
プ

〇

1団体
・出会いの森草刈り
・伏野海岸草刈り
・森林教室実施　１回
・伏野海岸松の植栽
予算額：100千円

64

住民参画型バス停上屋整
備事業

交通政策課 　地元が整備するバス停上屋に対する事業費の一部を補
助します。
　負担割合　地元1/3、市2/3（上限100万円）

　地域の住民が主体となってバス停上屋整備の計画
から管理まで実施することにより、地域の実情にあっ
たバス停上屋を整備することができ、地域福祉の向上
及び公共交通の利用促進に効果があります。

〇 〇

町内会（自治会）又は地
区会

〇

申請があった町内会への対応　100%

65

地域主体型生活交通確保
支援事業

交通政策課 　地域の実情に合った生活交通を確保していくために、
NPOやまちづくり協議会などが取り組む「交通空白地有償
運送」を支援します。
補助対象経費：交通空白地有償運送に係る経費
補助率10/10
①導入経費（試験運行経費、住民意識調査費等）
②運行経費（人件費、燃料代、保険代等）
③車両購入経費（上限：450万円）

　地域の実情に合った効率的で持続可能な移動手
段が確保されます。また、市民自らが事業主体となる
ことで地域への愛着が高まり、利用の喚起が期待され
ます。

〇 〇 〇

ＮＰＯ法人等

〇

事業実施件数　7件

66

とっとり交通フェスタ 交通政策課 　商工会議所青年部が中心となり、　路線バスなどの公共
交通機関の利用促進を図ることを目的としたイベントを開
催します。

　公共交通機関に対する市民の意識が高まり、利用
の喚起が期待されます。 〇 〇

とっとり交通フェスタ実行
委員会 〇 〇

事業実施件数　1件

67

鳥取市中心市街地賑わい
活力向上事業補助金

まちなか未来創
造課

　中心市街地でイベントを開催する活動意欲の高い団体
に対して支援することで中心市街地への求心力を高め、
賑わいを創出するとともに、企画立案できる団体等の育成
に寄与します。

　中心市街地内の公共空間を活用したイベントを実
施することで、中心市街地への集客力向上を図り、回
遊性・滞留性の向上につなげます。 〇 〇 〇 〇 〇

各団体

〇

事業実施件数（補助件数） 10件

68
駅前太平線イベント開催支
援事業補助金

まちなか未来創
造課

　市道駅前太平線を活用して開催されるイベントに対して
開催費の一部を補助します。

　市道駅前太平線の賑わい創出と集客力の向上を図
り、中心市街地の活性化につなげます。 〇

新鳥取駅前地区商店街
振興組合 〇

事業実施件数（補助件数） 4件

69

遊休不動産利活用促進事
業

まちなか未来創
造課

　中心市街地の空き家・空き店舗などの遊休不動産を再
生し、活用することで雇用と産業を生み出し、まちの魅力を
高める「リノベーションまちづくり」を推進します。
　そのほか、「鳥取市リノベーションまちづくり構想」に基づ
き、まちづくりの担い手等の育成や、遊休不動産活用イベ
ント等に対する支援、利活用促進のための啓発などを行
い、民間主導のまちづくりを進めます。

　遊休不動産の利活用を促進するとともに、産業振興
や雇用創出、まち（エリア）魅力向上による賑わい創
出を図ります。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

（一財）鳥取県建築士会
等

〇

事業化　１件
イベント等支援件数　１件

70

街なかベビーカー貸出事
業

まちなか未来創
造課

　中心市街地の4施設にベビーカーを設置し、子育て世代
の来街者、観光客の方に無料で貸出します。

　子育て世代をはじめ街なかを訪れる方の利便性と
回遊性の向上により、中心市街地の回遊性向上を図
ります。

〇 〇

（一社）鳥取市観光コン
ベンション協会等 〇

ベビーカー貸出件数　10件

71

空き家情報バンクの運営 建築指導課 　空き家の売却・賃貸を希望する所有者から申込みを受け
た空き家を登録し、購入・賃借を希望する方に紹介しま
す。

　空き家の有効活用や流通促進、危険空き家の防
止、移住定住の促進を図ります。

〇 〇

（公社）鳥取県宅地建物
取引業協会 〇

空き家情報バンク登録件数　　5件

72

（一社）鳥取市緑花協会 河川公園課 　市民の緑化意識の高揚を図り、花とみどりのあふれる明
るくうるおいのある都市環境を創造するため、会員の会費
によって次の事業を行っています。

　花だんコンクール実施により市民の緑化意識の高
揚が図られています。

〇 〇 〇

（一社）鳥取市緑花協会

〇

・花だん・プランターコンクールの実施

73

協働による芝生化推進事業 河川公園課 　既存の市有地等を地域コミュニティ計画に基づき協働方
式による芝生化を行い、芝刈り、水やり等の維持管理にお
いても直接市民が参画します。

　市民が直接事業に参画することにより、地域コミュニ
ティの充実・強化、「協働」意識の高揚、並びに利用し
やすい空間の創出につなげます。 〇

まちづくり協議会

〇

令和７年度　事業計画なし
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74

市道等原材料支給事業 道路課 　市道や公衆用道路の有効利用、事故防止のための維持
管理など、道路の利便性向上を図るため、自治会等が実
施する道路施設整備に対して原材料を支給します。
・支給原材料
　　生コンクリート、アスファルト補修材、U型側溝、砕石、グ
レーチング、コンクリート蓋、真砂土、管材料など

　行政に頼りがちであった道路施設の整備であった
が、原材料支給制度の活用により、自治会、町内会
で施設整備することで、道路維持等への迅速な対応
が可能となった。

〇

自治連合会加盟住民組
織（町内会など）

〇

件数　15件
実施額　900千円

75

小型除雪機無償貸付制度 道路課 　除雪車の入らない市道や歩道を市民と行政が協働して
除雪作業を行うために小型除雪機を町内会などを対象と
して無償で貸与しています。

　冬季間の円滑な生活路線の確保に繋がった。

〇

自治連合会加盟住民組
織（町内会など） 〇

新規貸付　5台

76

鳥取市道路アダプト制度 道路課 　鳥取市が管理する市道等で美化及び清掃活動を通して
身近な道路及び地域への愛着心を育み、市民及び企業と
行政が協働して快適で美しい道路環境づくりを図ることを
目的とした制度で、認定団体と鳥取市が合意書を取り交わ
して、道路の美化活動等を行う団体に対し、物品、用具な
ど必要な支援を行います。

　市民ボランティアと行政が相互に協力して保全や美
化などの道路愛護活動を行うことで、安全・安心・快
適な道路環境づくりに繋がった。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自治会、地域住民、学
校、個人、NPO法人、企
業及びその従業員など
５名以上で構成される団
体

〇

活動件数　70件

77

鳥取市廃棄物不法投棄監
視員制度

生活環境課 　廃棄物の不法投棄による不適正処理は、生活環境に与
える影響が大きくなっています。本市でも啓発、看板・監視
カメラの設置、パトロールなどの対策を講じていますが、依
然としてなくならない現状です。
　この現状に対応するため、平成17年10月より鳥取市自治
連合会の協力を得ながら18地区を選定、各地区5名程度
の不法投棄監視員を任命したのをスタートに活動を開始
し、現在は市内全地区で任命がなされています。不法投
棄監視員は、自らが所属する地区をパトロールし、状況を
市へ報告、不法投棄の早期発見と抑制に努めることを目
的としています。パトロールの際は専用の帽子を着用する
とともに、監視員証を携帯し、地域住民への意識啓発も
行っています。

　不法投棄の監視等を行うことにより、市内における
廃棄物の不法投棄を未然に防止するとともに、不法
投棄を早期に発見して当該廃棄物の適切な措置を
講じることができます。
　市民が監視することにより、自分たちの住むまちの
環境を自分たちが守るという意識が生まれます。

〇

自治連合会

〇

全市パトロール回数　3,500回/年
不法投棄監視員のパトロール回数の増加を目標とし、不法投
棄の監視、および予防を強化します。

78

環境教育推進費 生活環境課 　「第３期鳥取市環境基本計画」に基づき、環境学習の場
や機会の提供及び環境プログラムを通して、未来を担う子
どもたち及び温室効果ガス削減や化石燃料への依存脱却
等について真摯に向き合う社会人を対象として、環境に対
する知識や関心を育む。
　下記①～③の子どもを対象とした事業を柱としつつ、大
人を対象とした事業を展開する。
①市内小中学校への環境出前授業
②子どもが家庭で取り組める省エネ啓発活動（子ども省エ
ネチャレンジ）
③小中学生を対象とした環境ワークショップ(夏季・冬季）
④社会人向け環境・エネルギーセミナー

　子どもたちの環境に関する理解を促進し、学校及び
家庭において、環境問題について自ら積極的に考
え、行動する力を育む。
　また、「2050カーボンニュートラル」の実現を目指し、
世界基準の環境・エネルギー施策は基より、日常生
活における環境負荷軽減に向けた取り組みを学び実
践できる社会人の増加を目指す。

〇

株式会社とっとり市民電
力

時事通信社

〇 〇

①市内小中学校等への環境出前授業を年間10校で実施
②応募者数100名以上
③年間２回の環境ワークショップの実施、参加人数計50名以
上
④社会人向け環境・エネルギーセミナー参加人数50名以上

79

湖山池アダプトプログラム 環境保全課 　湖山池周辺護岸の一定区画を市民団体や地元企業に
割り当て、その割り当てられた一定区画の清掃や環境保
全活動を２回／年以上実施します。

　湖山池の環境保全意識の醸成を図るとともに、ごみ
のないきれいな湖山池をめざすことができます。

〇 〇 〇

市民、企業・団体事業
所、大学

〇

・新規登録加盟２団体
・登録団体による一斉清掃を２回以上

80

国府地域活性化推進事業 国府地域振興課 　地域住民と行政が連携しながら景観保全や地域活性化
活動に取り組み、観光ボランティア活動を実施する次の事
業に取り組む団体等に対して支援を行うことで、地域の景
観保全が図ります。
　また、国府町内の観光資源の魅力向上に資するため、
フォトコンテストを開催することにより、地域資源の広報活
動に寄与することができます。
　①袋川清掃事業
　②花づくりと緑化推進事業
　③協働活動支援事業
　④地域観光資源活用推進事業

　活気あふれる地域の実現に向かい、次世代へ引き
継がれるよう地域住民と行政が連携しながら一体と
なって地域振興に取り組み、安全に安心して暮らせる
住みたい町・住んで良かったといわれるまち「万葉の
ふるさと国府」を目指します。

〇 〇 〇

地元自治会他各種団体

〇

予算額　539千円
・袋川清掃事業
・花づくりと緑化推進事業　18団体助成
・協働活動支援事業
・地域観光資源活用推進事業
　フォトコンテストを実施
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81

万葉フェスティバル 国府地域振興課 　参加者層は、保育園児から小・中学生、各種団体
や万葉愛好家のサークル等、また県内外から幅広い
参加を得て、恒例のイベントとして定着しています。
　これまで、単独で開催されていた「大伴家持大賞」、
「万葉集朗唱の会」、「因幡の傘踊りの祭典」を同日開
催することで、集客力を高め、イベントを通じて「万葉
のふるさと国府町」を全国に情報発信することができ
ます。

〇 〇 〇 〇

・鳥取市因幡万葉歴史
館万葉集朗唱の会実行
委員会
・日本海新聞社
・鳥取市東商工会

〇 〇 〇

予算額
　大伴家持大賞　3,070千円　　令和7年10月19日（日）表彰式
　万葉集朗唱の会　1,500千円　令和7年10月19日（日）
　因幡の傘踊りの祭典　881千円　令和7年9月27日（土）
　こくふまつり　570千円　　　令和7年11月2日（日）他　予定

82

町内一斉清掃 福部地域振興課 　福部町内の集落単位で実施するボランティア一斉清掃
です。
　・実施日　　 　令和6年4月～令和7年3月の間
　　　　　　　　　　（開催は各集落任意、各集落1～2回程
度）
　・清掃内容　　各集落道路周辺、河川敷等の草刈り作業

　福部町の集落を対象としたボランティア一斉清掃が
実施されることで、　郷土の環境の保全と環境美化の
意識の向上を図ります。

〇 〇

福部町内各自治会

〇

補助予算額　0千円
参加自治会数　２０集落

83

鳥取砂丘らっきょう花マラソ
ン大会開催事業

福部産業建設課 　鳥取大砂丘の雄大な自然と、らっきょうの花の咲く中で爽
やかな汗を流して、この大会を契機に体力づくりに励んで
いただきます。コースは、10ｋｍ、5ｋｍ、3ｋｍ、ウォークの4
種目を設定しており、皆さんの体力に合わせて参加してい
ただいています。また、開催に対し大会運営に必要な経費
を支援しています。

　砂丘の里ふくべの文化、産業、観光等を広く全国に
紹介します。さらに、らっきょうの里鳥取市をPRし、市
の花としてアピールします。
H28実績　参加者1,609人
H29実績　参加者1,752人
H30実績　参加者1,600人
R元実績　参加者1,421人
R２実績　新型コロナウィルスの影響により中止
R３実績　新型コロナウィルスの影響により中止
R４実績　新型コロナウィルスの影響により中止
R５実績　参加者783人
R６実績　参加者924人
R７見込　参加者1,000人を想定

〇 〇 〇

鳥取砂丘らっきょう花マ
ラソン大会実行委員会

〇 〇

予算額　5,788千円（内訳：参加料2,071千円、協賛金500千
円、補助金3216千円、雑入1千円）

84

福部地域活性化推進事業 福部産業建設課 　若手らっきょう生産者が中心となって活動している「未来
へつなぐらっきょう将来ビジョン研究会」では、福部町特産
であるらっきょうの県内外での宣伝販売及び市内小学生へ
のＰＲ等、様々活動を通して、産地の維持発展及び後継者
育成を図り、これにかかる経費などの支援をしていきます。

　福部町特産の「らっきょう」のＰＲ等を通して、産地の
維持発展及び後継者育成を図るとともに地域の活性
化も図ります。

〇

未来へつなぐらっきょう
将来ビジョン研究会

〇 〇

予算額　49千円
・「未来へつなぐらっきょう将来ビジョン研究会」の活動を支援。

85

青色パトロール事業 河原地域振興課 　「自分たちの町は自分たちで守る」を合言葉に、不審者
を寄せつけず、事件を未然に防ぐために青パトにより自主
パトロールを行います。

　小中学校の下校時間に実施することにより、地域住
民に安心感を与え防犯意識が高まります。

〇

民生児童委員

〇

開催日　年間１２０日
　　　　　 午後３０分実施
参加者　延２４０人
予算額　10千円

86

環境美化活動 河原地域振興課 　地域の環境美化に努めることで子どもたちの健全育成に
もつながり、地域が一体となって清掃活動に取り組むこと
で環境意識の高揚につながります。

　総合支所前市道は小中学生の通学路になってお
り、環境美化に努めることで子どもたちの健全育成に
もつながり、地域が一体となって清掃活動に取り組む
ことで環境意識の高揚につながります。

〇

市社協・小規模作業所

〇

市道の清掃作業（総合支所前　延長70ｍ）
参加者：市職員・社会福祉協議会職員・小学校・シルバー延
べ50人
実施時期：毎月
予算額　0円

87

町民音楽祭開催費事業 教育委員会用瀬
分室

　用瀬地域のコーラスグループ等が参加し、童謡・唱歌を
歌いひな祭りを祝います。

　桃の節句の3月3日に流しびなの館に置いて、出演
者と来場者が一体になって童謡や唱歌を楽しくうた
い、日本の伝統的な心を深く感じ、ひなまつり行事の
継承と文化振興を図ります。

〇

童謡をうたう会実行委員
会

〇 〇 〇

開催日　 令和8年3月3日（月）
場　 所　 流しびなの館
決算額 　100千円

　国府地域では、大伴家持が因幡国守として万葉集最後
を飾る歌を国府の地で詠んだことにちなみ、「万葉のふる
さと」としてまちづくりを進めてきました。
 　「大伴家持大賞」は平成6年度から、「万葉集朗唱の会」
は平成10年度から開催されており、県内外から多数の参
加者を得て、万葉集に対して親しみや理解を深める機会と
して定着しています。
　令和6年度は大伴家持大賞30周年を記念し、記念誌刊
行と記念事業を実施します。
　また、国府町で生まれた因幡の傘踊りは鳥取を代表する
伝統芸能となっています。傘踊りを継承する団体が一堂に
集い、因幡の傘踊りの祭典として傘踊りの披露と交流をす
ることで、傘踊りの普及発展に寄与しています。
　・短歌募集
　・万葉衣装に身を包み、大伴家持が詠んだ470余首から
の朗唱（1～3首）
　・因幡の傘踊りの祭典
　・書道パフォーマンス
　・こどもまつり
　・マルシェ、キッチンカー、地産地消コーナーなど
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ジゲおこし事業 用瀬地域振興課 　流しびなの里もちがせの地域活性化を目的に、用瀬の
特色や自然を生かしたイベントとして、ふれあいフェスティ
バル、川遊びフェスティバル等を開催します。地域住民の
ボランティアで構成する用瀬町ジゲおこし事業実行委員会
に対する活動を補助します。

　地域住民のボランティアで構成する用瀬町ジゲおこ
し事業実行委員会が主体的に活動することにより、地
域の一体感を醸成し、また、地域イベントとして町内
外から多数の参加者を得て、盛大に開催されます。

〇

用瀬町ジゲおこし事業
実行委員会

〇 〇 〇

用瀬山系トレイル交流大会
　開催日　令和7年 春：5月上旬
　　　　　　　　　秋：11月上旬
川遊びフェスティバル
　開催日　令和7年夏
ふれあいフェスティバル
　開催日　令和7年 8月30日（土）
いなば用瀬宿横丁さんぽ市
　開催日　令和7年11月16日（日）
 
　予算額　1,654千円

89

もちがせふれあいまつり 教育委員会用瀬
分室

　生涯学習に係る一年間の学習活動の発表の場として、ま
た、行政の持つ学習情報、生活情報についても広く提供し
ます。これらを総合的に実施することで、一人ひとりの学習
意欲を高め、学習活動への参加を促し、生涯学習の一層
の振興を図ります。

　生涯学習に取り組む人たちが自らの作品発表の場
作りに参加することにより事業の参画意識の高揚を図
ります。また、用瀬地域住民の日頃の学習の成果や
活動の成果発表の機会を提供することにより、学習意
欲の向上と参加者の交流を図ります。

〇 〇

ふれあいまつり実行委
員会・用瀬町民

〇 〇

開催日　令和7年11月9日
場所　用瀬保健センター
決算額　600千円

90

流しびなマラニック大会補
助事業

教育委員会用瀬
分室

　大会に参加することを契機に、市民の健康つくりと親睦を
図ることを目的としています。
　走るコースは10ｋｍ、5ｋｍ、3ｋｍ、ウォークは3ｋｍを設定
しており、自分の体力に合わせて参加することができます。
　大会開催に対し運営に必要な経費を支援します。

　流しびなの里もちがせを広く全国的にPRし、地域活
性化を図ります。
　また、ランナーとして参加することで健康意識の向
上、また、ボランティアとして参加することでおもてなし
意識の醸成等の誘因となり、スポーツ文化の振興に
期待できます。
R元実績　参加者1,185人
R2実績　参加者　　　 -人（開催中止のため）
R3実績　参加者　　　 -人（開催中止のため）
R4実績　参加者　145人（規模縮小）
R5実績　参加者　634人
R6実績　参加者　767人

〇 〇 〇 〇 〇

もちがせ流しびなマラ
ニック大会実行委員会

〇 〇 〇

開催日　令和7年5月18日
場所　流しびなの館周辺
決算額　2000千円
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用瀬町観光資源育成事業 用瀬産業建設課 　用瀬に古くからあり、観光資源でもある名勝、旧跡な
どの景観保全、維持管理を地元自治会及び団体に
委託したことにより、観光資源周辺の美観が増進し、
地元住民の観光資源育成、保全に対する意識の高
揚を図る。

〇 〇 〇

用瀬地区まちづくり協議
会、用瀬1区自治会、用
瀬2区二葉会、用瀬4区
景和会、用瀬5区自治
会、旭丘部落、屋住部
落、犬山神社

〇

(1) 参加者：30人　作業面積：約3km
(2) 参加者：20人　作業面積：1,200㎡
(3) 参加者：20人　作業面積：800㎡
(4) 参加者：20人　作業面積：1,500㎡
(5) 参加者：30人　作業面積：1,600㎡
(6) 参加者：10人　作業面積：4,200㎡
(7) 参加者：10人　作業面積：1,200㎡
(8) 参加者：20人　作業面積：700㎡

92

用瀬地域活性化推進事業
（用瀬町エコツーリズム推進
事業）

用瀬地域振興課 　自然景観等を観光資源として活用するため、整備等を図
り、さらに活性化に向けて地域資源の推進事業を継続しま
す。

　「流しびなの里をめぐるエコツーリズム」を推進し、用
瀬アルプス（三角山～洗足山に至る山系）や周辺を
含めて、環境の整備、維持管理を行い、登山者等の
集客に活用します。

〇 〇

用瀬町エコツーリズム連
絡会・
いきいき社まちづくり協
議会

〇

実施時期　 令和7年6月～8年2月
場　　所　 用瀬町内（三角山等）
実 績 額　 180千円

93

ふるさとの味祭り 佐治地域振興課 　農産物等展示即売、郷土芸能発表、佐治小学校の学習
発表会等、地域団体による実行委員会主催の多彩な行事
を行っています。

　佐治地域の秋のイベントとして定着し、佐治地域内
外の多くの方に参加を頂いています。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

参加者目標　1,000人

94

小さな拠点づくり推進事業
（浜村地区活性化委員会）

気高地域振興課 　将来にわたり地域住民が安心して暮らし続けることができ
る地域づくりに住民自らが主体的に取り組む「小さな拠点」
の機能形成と地域運営組織の体制強化を支援します。

　住民活動団体が中心となって、まちづくり実施計画
に基づいた事業を行い、街並みの再生と地域の活性
化を推進します。

〇

浜村地区活性化委員会

〇

まちづくり実施計画に基づいた事業を実施し、浜村地区の活
性化を推進する。
・景観美化作業（イトススキのヤサホーパークへの植え込み作
業）（６月）
・土曜夜市において本委員会の活動PR（７月）
・県外でのPＲイベントの実施（８月・12月）
・中秋の名月イベントで活動PR（10月）
・浜村地区活性化委員会の開催（年６回）
・その他地域イベントへの参加（随時）

(1) 三角山神社参道と周辺の清掃・整備活動【用瀬地区ま
ちづくり協議会】
・三角山の参道清掃
(2) 一の谷公園周辺除草【用瀬１区自治会】
・ミツバツツジ群生の保護育成のため、一の谷公園と散策
道の除草、雑木除伐等
(3) ふれあいの水辺の景観保全【用瀬２区二葉会】
・ふれあいの水辺周辺の除草、清掃
(4) 景石城跡の保全【用瀬４区景和会】
・景石城跡周辺と散策道の除草、景観保護
(5) 愛宕山周辺除草【用瀬５区自治会】
・ミツバツツジ群生の保護育成のため愛宕山周辺と散策道
の除草、雑木除伐等
(6) 板井原渓谷のおう穴群保全【旭丘部落】
・赤波川板井原渓谷のおう穴群周辺の除草、清掃
(7) 中津美渓谷不動滝周辺の景観保全【屋住部落】
・安蔵川支流中津美渓谷の不動滝周辺の除草、散策道の
整備及び維持管理
(8) 犬山神社社叢保全
・犬山神社社叢のスダジイ原生林周辺の除草、清掃
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小さな拠点づくり推進事業
（逢坂むらづくり協議会）

気高地域振興課   地区住民が望む将来像を把握し、事業計画を策定し実
施することで地域の活性化につなげる。将来にわたり協議
会が円滑に運営されるための組織の強化を支援します。

  地域住民による事業計画の策定と事業促進、地区
の特色・財産等を活かした取組、協議会活動等の県
内外への情報提供等を行い、地域の活性化を推進し
ます。

〇

逢坂むらづくり協議会

〇

補助事業は令和６年度で終了したが、法人化への検討や小
学校編入後の廃校舎の活用など地域内での諸課題につい
て、引き続き支援をおこなっていく。
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地域活性化推進事業 気高地域振興課 　フラワーロードを整備する団体と協働して美しい街並みを
維持します。

　住民が地域づくりに参画し、地域振興策を実施する
ことにより、地域の一体感の醸成と活性化を図ります。

〇 〇

逢坂地区（郡家集落）、
瑞穂地区まちづくり協議
会、浜村地区まちづくり
協議会

〇

・コスモス種の購入（２地区）
・花苗の購入（１地区）
・案内看板の修繕（１件）
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原材料支給事業 気高産業建設課 　市民と行政が協働のまちづくりを進めるため、市道や公
衆用道路の有効利用、事故防止のための維持管理など市
民の道路の利便性向上を図るよう、自治会等が実施する
道路施設整備に対して原材料を支給します。
・支給原材料
　　生コンクリート、アスファルト補修材、U字型側溝、砕石、
グレーチング、コンクリート蓋、真砂土、管材料など

　これまで、行政に頼りがちであった道路施設の整備
であったが、原材料支給制度の活用により、自治会、
町内会で施設整備する事業が大幅に増えました。

〇

自治会、町内会

〇

予算額　　　：500千円（当初）
件数　　　　 ：5件
支給原材料：砕石、真砂土など

農道関係予算：228千円
件数　　　　　　：2件
生コンなど

98

気高地区海浜清掃 気高産業建設課 　酒津・船磯漁港管内の海岸には、大量の海からの漂着
物（一般廃棄物や漁具類）が流れ込み、周辺町内会やボ
ランティアの協力を得て、海岸清掃を通年実施します。

　漁港内の海岸清掃を通年することによって、環境を
守るとともに、身の回りの環境に対する意識を高める
機会となります。

〇 〇 〇

町内の自治会（酒津、船
磯、姫路集落）、各種団
体、ボランティア団体

〇

○年２回程度　船磯海岸（アラカイ　参加予定 　4０名程度）
○船磯海岸（青谷高校　参加予定　40名）
○船磯海岸（県警備業協会　参加者　４0名程度）
○期日未定２回　酒津漁港（酒津部落　参加予定100名程度）
○期日未定　船磯漁港（漁港組合員　参加予定　２5名程度）
○通年実施　酒津海岸（個人ボランティア１名）
○通年実施（月曜日）（浜村海岸　ボランティア団体　５名）
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花いっぱいのまちづくり事
業

鹿野地域振興課 　四季の花を通じて人々がふれあい、安らぎとゆとりを感じ
ることができる「四季“薫るまち”鹿野」を推進するため、花
いっぱいのまちづくり事業を行います。夏はハス、花菖蒲
による景観形成事業を多様な市民グループと協働して実
施します。

　年間を通じたハスの親株の育成、「城下町しかのぶ
らり蓮ウォーク」への協力、株分けしたハスの町内配
布などにより、ハス・花菖蒲で夏の鹿野を彩ります。こ
の事業をとおして、住民の地域活性化に向けた一体
感が醸成されると同時に、交流人口の増加・地域経
済の活性化に繋がります。

〇 〇 〇 〇 〇

鹿野こころのふるさとづ
くり委員会

〇

ハス園の整備、花菖蒲畑の整備を行います。
・ハス園・・約6,000㎡
・除草等ボランティア活動
 回数２回　参加人数30名
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鹿野魅力アップ事業 鹿野地域振興課 　鹿野地域魅力アップ推進プロジェクトチームを設置し、各
種団体間の情報提供と相互連携を図り、多様な広報媒体
の活用と効果的な情報発信をすることで、鹿野地域のさら
なる知名度の向上を図ります。

　各種団体が協調して取り組むことにより、地域活性
化に向けた一体感が醸成されると同時に、交流人口
の増加・地域経済の活性化に繋がります。 〇 〇 〇

いんしゅう鹿野まちづくり
協議会、ぷらっと鹿野ガ
イドの会、鳥の劇場、㈱
ふるさと鹿野等

〇 〇

　鹿野地域で行われるイベント、まちの話題及び地域活性化
にかかる取組に関する情報発信をSNS等を通じて行います。
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鹿野城跡公園景観整備事
業

鹿野地域振興課 　鹿野城跡公園に植栽されているサクラ・モミジ・ヤマブキ
や貴重な山野草などの保護・育成活動を、多くの人々を巻
き込んで実施し、地域のシンボルである鹿野城跡公園の
美観を向上させ、地域の活性化を図ります。

　鹿野城跡公園は地域住民の憩いの場であり、小学
生から高齢者まで幅広い年代の住民が世代間交流し
ながら景観整備活動を行うことで、郷土愛が深まりま
す。また、観光スポットとしての魅力が向上し、交流人
口の増加、地域経済の活性化に繋がります。

〇 〇

ボランティア「城山まもり
たい」

〇

春季・夏季・秋季合同作業を中心として、植樹、清掃、施肥、
剪定などの作業を実施します。
・予定参加者・・延べ約２５０名
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街なみ環境整備事業 鹿野地域振興課 　鹿野城下町地域の町内７地区の街なみ協定運営委員会
が連携し、城下町らしい風情ある街なみの景観整備を推
進するため、平成17年から活動しています。

　地域住民が中心となって城下町の景観整備を推進
することにより、住民が誇りに思える住環境を創出し、
まちの活性化を図ります。

〇

街なみ協定運営委員会
連合会 〇 〇 〇

　城下町地区にある水路上へ竹花籠を設置し、季節毎に花の
植え付けを行います。
・実施計画　３回
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農村集落活性化支援事業 鹿野地域振興課 　農村地域（河内地区）の耕作放棄地を活用した、「鹿野
町【河内】果樹の里山」の拠点施設整備等をとおして、地
域のネットワークを活かした新たな農村の活性化への取り
組みや、都市交流、地域の雇用実現を目指します。

　耕作放棄地を含む地域全体を観光・体験農園であ
る「鹿野町【河内】果樹の里山」として計画・整備する
ことにより、新たな農地活用・地域活性化に繋げま
す。また、計画策定、整備の過程において大学、ボラ
ンティアの協力を得ることで都市との交流が創出され
ます。さらには、果樹を活用した製品や観光農園・体
験農園を活用した交流及び都市への販売ネットワー
ク構築により、地域雇用・事業創出が実現します。

〇 〇 〇

鹿野町河内果樹の里山
協議会

〇

果樹の里山整備に向けて以下の事業を実施します。
・果樹、野菜の植え付け
・農道整備、はなもも新植による里山景観づくり
・直販、販売の推進
・果樹の里山まつり
・果樹を利用した製品化
・果樹の里山PR
・大学との交流事業

104

町内一斉美化運動 鹿野地域振興課 　鹿野町全集落を対象としたボランティア一斉清掃です。
清掃場所：各集落道路周辺、河川敷等
清掃対象：可燃物（草等）、不燃物（プラスチック等）

　鹿野町全集落を対象としたボランティア清掃として、
毎年1回実施されています。地域でできることは、みん
なで協力して取り組むという意識は定着しており、清
潔で美しいまちづくりの推進に大きく貢献しています。 〇 〇

町内会及び鹿野地区社
会福祉協議会

〇

鹿野町全集落を対象としたボランティア一斉清掃を行います。
実施日（清掃）：令和７年11月３日（月）
実施日（収集及び処分）：令和７年11月４日(火)～１１月８日
（金）清掃日の翌週
清掃場所：各集落道路周辺、河川敷等
清掃対象：可燃物（草等）、不燃物（プラスチック等）
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しかの学校応援団支援事
業

教育委員会鹿野
分室

　地域ぐるみで教育や子育てを進めていくために、学校・
保護者と地域住民が連携し、地域ボランティアによる学校
を応援する活動に取り組んでいます。

地域は、技や智恵・知識の宝庫です。環境整備のほ
か、遊びや通学の見守り、畑づくりや読み聞かせ・家
庭科実習等の学習支援など、学校だけではできない
ことも私たちが力を合わせればきっと実現します。「ふ
るさとを誇り世界で活躍する人づくり」「ふるさとを守り
地域を支える人づくり」を、地域ぐるみで力強く進めて
いきます。

〇 〇

しかの学校応援団

〇

鹿野学園・こじか園の教育・保育活動の支援
・体験畑管理支援
・プール授業支援
・草刈り・剪定
・マラソン大会支援
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青谷地域にぎわい創出事
業

青谷地域振興課 　青谷地域にぎわい創出事業として「青谷因州和紙産地
強化事業」と「青谷ようこそ市場（通称：あおいち）事業」「青
谷上寺地遺跡利活用推進事業」を実施します。
　「青谷因州和紙産地強化事業」は、伝統的技法にのっ
とった手すき和紙製作技術の後継伝承を図るとともに、因
州和紙を広くPRする事業を実施します。

　「青谷ようこそ市場（通称：あおいち）事業」は、青谷の
海、山の豊かな自然から生み出される豊富な産物を活用
し、鳥取市西商工会・漁協など各種団体と協力し、青谷の
特産物を販売PRします。

　「青谷上寺地遺跡利活用推進事業」は、全国的に誇れる
地域遺産である青谷上寺地遺跡を有効活用していくた
め、各関係団体、地域住民との協働により地域活性化を目
指します。

　因州和紙事業者等と協働して各事業を実施し、伝
統的工芸品「因州和紙」のPRと製作技術の後継伝承
を図ります。

　青谷ようこそ市場事業では、地域団体と協働してあ
おいちなどの賑わいイベントを開催し、豊かな自然な
ど、青谷に豊富にある地域資源や青谷の魅力を市内
外に発信します。

　青谷上寺地遺跡利活用推進事業では、とっとり弥生
の王国青谷かみじちフェスタや青谷かみじちスタンプ
ラリー、青谷かみじち史跡公園オープンによるまちの
にぎわいづくりを進めるつどい等の開催により、青谷
上寺地遺跡のPRと地域の魅力発信を行います。

〇

青谷地域にぎわい創出
実行委員会

〇 〇 〇 〇
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青谷地域活性化推進事業 青谷地域振興課 　青谷地域の豊富な地域資源である自然や歴史文化など
の魅力を次代に継承するため、次のような地域づくり活動
を行い、内外に向けて発信します。
　（１）因州和紙活用活動
　（２）美化活動
　（３）鳴り砂保全活動
　（４）青谷上寺地遺跡学習活動
　（５）青谷町物産販売促進活動
　（６）青谷の魅力発掘活動
　（７）観光促進活動
　これら事業の実施にあたるため、青谷地域づくり協議会
の団体や会員が相互に協力し、青谷地域の活性化を図り
ます。

　本事業は、青谷の地域づくりのために活動している
市民団体が、お互いに支援・協力しながら取り組む事
業です。特に、青谷の豊富な地域資源である因州和
紙、鳴り砂、青谷上寺地遺跡等を活用した事業を展
開し、多くの市民の参加を呼びかけます。これにより、
青谷の魅力を内外へアピールし、再発見するととも
に、これらを次代へつなぐことの大切さを感じることが
できるよう取り組みます。

〇

青谷地域づくり連絡協
議会

〇 〇 〇 〇 〇 〇

・郷土芸能保存伝承活動
　　県指定無形民俗文化財「日置はねそ踊」などを保存・伝承
するため、講演会の開催、衣装の修繕・新調などを行う
・鳴り砂保全活動
　　○鳴り砂クリーン作戦開催　参加目標200人
　　○SUP＆シーカヤック体験開催　参加目標40人
　　○あおや鳴り砂ビーチフェスタ2025開催　参加目標100人
・青谷上寺地遺跡学習活動
　　青谷上寺地遺跡などの学習会、講演会を開催する　参加
目標100人
・青谷町物産販売促進活動
　　町内のイベントで町特産品PR販売
　　新たな青谷町の特産品開発・販売
・青谷の魅力発掘活動
　　空き家・空きスペースを活用し、　歴史ある町内を周遊する
イベント「青谷さんぽフェス」を開催　参加目標3,000人
・観光促進活動
　　JR青谷駅待合室の景観保全を行う

108

青谷オープン卓球 青谷地域振興課 　わかとり国体、青谷高等学校卓球部インターハイ３０回連
続出場などの歴史を持つ「卓球のまち青谷」の地域活性
化策の一つとして、鳥取県内及び近県の中学生を対象に
卓球大会と講習会を開催し、鳥取市のスポーツ振興と、地
域をあげて大会の運営にかかわり地域活性化に繋げま
す。

　地域の関係団体と協働して大会を企画運営すること
により、　「卓球のまち青谷」の機運を醸成します。
　大会選手及び監督・指導者、保護者等へ、令和６年
３月にオープンした青谷かみじち史跡公園の他、青
谷の魅力をPRします。
　講習会では、選手・指導者・役員の技術の向上と卓
球の魅力を伝えていくことを目標にします。
　

〇 〇 〇

青谷オープン卓球実行
委員会

〇 〇 〇

青谷オープン卓球2025
開催日：令和７年１１月２９日～１１月３０日
参加校：男子１２チーム、女子１０チーム　　約150人参加予定
大会内容：男女別団体戦、講習会
協力団体：青谷町卓球協会、青谷高校OB会、青谷高等学
校、青谷中学校
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「高校生あいさつ・交通マ
ナー運動」及び「青少年を
見守る運動」

教育委員会青谷
分室

　青少年育成青谷町地区協議会の構成団体(防犯協議
会、更生保護女性会、民生児童委員会、保護司会、青谷
中学校区地域創造学校運営協議会、少年を見守る店、
小・中・高等学校及びＰＴＡ等）の協力のもと、あいさつ運
動、防犯パトロールを行います。

　青谷町内の子どもたちはもちろんのこと青谷町へ
通っている高校生等、青少年を温かく見守っていこう
とする土壌づくりとなります。

〇 〇

青少年育成青谷町地区
協議会

〇

・高校生あいさつ・交通マナー運動
　年2回（5月、9月）
　参加者目標数100人
・青少年を見守る運動
　秋まつり時に啓発運動と防犯パトロール
　参加者目標数20人

【青谷因州和紙産地強化事業】
・因州和紙後継者育成事業
　鳥取県因州和紙協同組合等関係団体と協力し、後継者育
成に取り組む
・因州和紙市場開拓・情報発信事業
　県内大型集客施設で体験、展示即売会を開催し、因州和紙
産地をPRする
・地域連携事業
　あおいち、青谷かみじち史跡公園等のイベントに積極的に
参加する　参加目標100人
・伝統技術等の保存・継承事業
・ふるさと納税クラウドファンディング
　鳥取市のふるさと納税制度を活用したクラウドファンディング
と返礼品送付
【青谷ようこそ市場（通称：あおいち）事業】
・あおいち（市場イベント）6月15日、8月3日、10月25日（青谷
かみじちフェスタと合同開催）参加目標2,700人
・あおいちギャラリー開催（9.6～9.28）　参加目標600人
【青谷上寺地遺跡利活用推進事業】
・とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタ　10月25日開催（あ
おいちと合同開催）　参加目標2,500人
・青谷かみじちスタンプラリー　10月～11月の約3週間開催
参加目標200人
・青谷かみじち史跡公園周辺アダプトプログラム
　史跡公園周辺の一定区画を企業や団体の活動区域として
清掃や美化活動への参加を募る
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小中学校芝生化事業 教育総務課 　PTA・地区が主体となり、学校教職員及び児童が協力し
て段階的に植付け及び管理を行う事業です。
鳥取県及び県体育協会の補助金を活用する場合は、初
年度の技術的支援は県等より受けられるため、２年目以降
の材料代（肥料・冬芝）を市が負担します。

（環境面）
・夏場の地面温度の上昇を抑制します。
・砂埃が減少します。
（教育面）
・怪我（すり傷）を気にせず裸足でのびのび遊べま
す。
・緑色がもたらす視覚的効果で安らぎを与えます。
・手足肌への感触が良いです。
・子どもの外遊びが増えます。
・体力増進・ストレス発散などの効果が見られます。

〇 〇

ＰＴＡ、地区体育会等

〇

芝生化した場合、校庭の凹凸の発生は避けられず活動競技
内容により適否があることから、体育会等地域住民と学校の判
断で適正と認められた場合にのみ芝生化を支援している。
自動芝刈機リース　9校
芝刈業務委託　8校
芝生維持関係消耗品費　17校

111

学校のあり方を考える検討
組織支援

教育総務課 　保護者や地域の方の様々な思いを地域全体の意向とし
て集約していく「学校のあり方を考える検討組織」づくりを
進める。鳥取市教育委員会としては、議論の参考となる情
報提供や先進地視察の企画などの支援を行う。

　学校と家庭と地域が一体になり、子どもたちの育ち
や地域の将来を見据え、各地域の実情に応じた活力
ある学校づくりにつながる。

〇 〇 〇

自治会、まちづくり協議
会、公民館、小・中学
校、幼稚園、保育園、Ｐ
ＴＡ等

〇 〇

「学校のあり方を考える検討組織（学校区単位）」の設置促進
のため、鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針に基づ
き、説明会等を実施し周知を進めるとともに、各地域において
地域検討組織を立ち上げていただくよう働きかけを行う。
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放課後児童対策事業 学校教育課 　児童の健全育成を図るため、保護者が労働等により昼間
家庭にいない小学校又は義務教育学校の前期課程に就
学している児童に、遊び及び生活の支援を行います。学
校施設活用型の放課後児童クラブ運営を進め、児童が安
全・安心に過ごすことができる場所を確保し、保護者会、Ｎ
ＰＯ法人及び労働者協同組合に運営を委託し実施しま
す。

　年々増加する入所希望児童数に対応するため、開
設場所の確保、必要物品等の整備及び運営につい
ての相談支援を行い、放課後の児童の健全育成を図
ります。

〇 〇 〇

保護者会、ＮＰＯ法人、
労働者協同組合

〇

・78クラブを開設し、保護者会、ＮＰＯ法人及び労働者協同組
合へ運営委託
・入所予定児童数：3,288人
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放課後子ども教室推進事
業

学校教育課 　放課後や週末等において、全ての子どもたちの安全・安
心な活動場所を確保し、地域と学校が連携して学習や
様々な体験・交流活動の機会を定期・継続的に提供しま
す。

　放課後や週末などにおける子どもたちの安全・安心
な居場所を確保するとともに、地域の参画を得て、勉
強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等
の取組を実施することにより、子どもたちが地域との交
流を深め、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推
進します。

〇 〇

公民館長、地域住民

〇

・4教室を開設
・利用予定児童数：100人
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学校給食親子料理教室 学校保健給食課 　地場産物を取り入れた学校給食の献立を、児童生徒及
び保護者、生産者など地域の方と一緒に作り食べます。栄
養教諭・学校栄養職員により食に関する指導を行います。

　健全な食生活を実践する力を身に付けるとともに、
児童生徒及びその保護者が地域や地域の産物のす
ばらしさを理解し、自分たちの住んでいる地域に人と
誇りを持ち、「ふるさとを思う心」を育むことを目指しま
す。

〇 〇 〇

学校、食育推進員、地
場産物生産者、保護者

〇

学校を調整して実施予定
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地場産物生産者と児童生
徒による交流給食会

学校保健給食課 　学校に学校給食用食材生産者の方を招き、給食の時間
に各教室等で児童生徒と一緒に給食を食べながら　農林
水産物やその生産に関する話を聞いたり、児童生徒から
質問をします。
栄養教諭・学校栄養職員による食に関する指導、各教科、
総合的な学習の時間、学級活動などと関連付けた指導を
行います。

　給食時間はもとより、各教科等の時間や総合的な学
習、農林漁業体験の機会を通じて、「顔が見え」「話が
できる」関係を構築し、地域の自然や食文化、産業に
関心をもたせたり、生産等に関わる方への感謝の気
持ちを抱かせたりするなどの教育的効果が期待でき
ます。

〇 〇 〇

学校、地場産物生産者
（生産団体）

〇

平成24年度から実施
学校を調整して実施予定
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食育の日「とっとりふるさと
探検献立の日」

学校保健給食課 　毎月19日「食育の日」を「とっとりふるさと探検」として、全
市一斉に、鳥取市内各地域の産物を使用した学校給食を
提供します。合わせて、掲示資料を作成し、小中義務教育
学校へ配布及び食指導に活用するため、現地視察や生
産者への取材を行います。

　学校給食に鳥取市内各地域の産物を取り入れ、そ
れを「生きた教材」として活用した食に関する指導を
行うことにより、児童生徒が地域の自然、食文化、産
業等についての理解を深め、尊重する心を育むととも
に、生産等にかかわる人々へ感謝の気持ちを抱かせ
ることを目指します。

〇 〇 〇

学校、地場産物生産者
（生産団体）

〇

平成23年度から実施
市立小中義務教育学校全56校
5月～2月（年間9回）
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重要文化財 旧美歎水源地
水道施設 一般公開及び管
理委託業務

文化財課 　平成30年4月より国指定重要文化財「旧美歎水源地水道
施設」を4月～11月（平日、土日、祝日）の期間で一般公開
します。美歎地区の有志により結成された美歎水源地保
存会に日常的な施設管理を委託し、来場者の対応をして
いただいています。

　美歎水源地保存会による適切な管理（施設清掃、
除草等）が実施されているため、来場者に気持ち良く
利用していただけるほか、地域住民が地域の文化遺
産の保護に携わり、来場者にその価値を伝えること
で、今後の施設の在り方について理解が深まります。

〇 〇

美歎水源地保存会

〇

一般公開
　公開期間：令和7年４月～11月
　年間来場予定：12,000人

118

梶山古墳壁画一般公開事
業

文化財課 　国史跡 梶山古墳の壁画と石室を年１回一般に公開しま
す。いなば国府ガイドクラブの協力による、古墳の解説の
他農産物・加工品の販売を行います。

　小・中学生から家族連れ等で気軽に参加できること
から、年々参加者の幅も広くなり、県内外から多数の
参加者があり、リピーターも多くなっています。 〇

いなば国府ガイドクラブ

〇

特別公開
　実施予定：令和７年１０月４日、５日
　参加予定：200人

119

因幡国庁管理委託業務 文化財課 　国史跡 因幡国庁跡の管理のため、地域住民有志によっ
て愛護会が結成され、国庁跡の植栽の維持管理を行って
います。

　国庁跡の植栽が定期的に剪定・除草され、史跡内
が適切に維持管理されている。地域住民が主体と
なって憩いの空間を作り出している。また、地域の活
用の場としてまちづくり協議会・地元の自治会・保育
園などに利用されています。

〇

因幡国庁愛護会

〇

実施予定：令和７年５月～１１月
実施回数：７回

120

池田家墓所燈籠会（とうろう
え）

文化財課 　国史跡 鳥取藩主池田家墓所にある、260基をこえる燈籠
に一斉に灯をともし、竹筒に入ったカップロ-ソクを参道に
並べたり、参拝者に石の燈籠に直接火入れをしてもらい幻
想的な雰囲気の中を散策します。
　またその期間に合わせて池田家墓所のライトアップを実
施します。

　昼間とは違った、夜の幻想的な光の中を散策してい
ただき、池田家墓所の新たな一面を発見してもらうと
ともに、文化財への愛着を持っていただきます。

〇 〇

（財）池田家墓所保存
会・宮下地区まちづくり
協議会

〇

燈籠絵実施日：令和７年11月
参加予定：約500人
ライトアップ期間：令和６年11月～12月
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121

栃本廃寺跡公開事業 文化財課 　国史跡 栃本廃寺跡を一般公開します。栃本自治会・い
なば国府ガイドクラブの協力により、廃寺跡の解説を行い
ます。

　栃本廃寺の魅力を見学していただき、今後の施設
の保存整備の在り方・活用について理解を深めてい
ただき、地域の憩いの場として地元の自治会等に広く
PRができます。

〇 〇

いなば国府ガイドクラ
ブ・栃本自治会

〇

特別公開
　実施日：令和７年１０月４日
　参加者数：50人

122

鳥取城跡保存修理事業 文化財課 　史跡鳥取城跡・久松山の管理活用について、植栽管理
ボランティアや各種の活用事業に取り組まれている市民・
団体の活動を支援し、史跡の保存活用を図ります。

　長期計画に基づいて実施している史跡鳥取城跡の
整備を円滑に進め、市民による保護・活用が進みま
す。

〇 〇 〇 〇

久松山を考える会・東部
林業

〇

植栽管理ボランティア
　実施予定：令和７年９月頃
その他の活動
　随時

123

特別天然記念物コウノトリ保
護事業

文化財課 　特別天然記念物コウノトリの営巣・子育てについて観察・
個体識別票の設置など必要な対応をとるために協力しな
がら事業を進めます。

　特別天然記念物コウノトリの保護が進みます。 〇 〇 コウノトリ巣塔所有者・日
本野鳥の会鳥取県支部

〇 〇

コウノトリ観察

124

さじアストロパーク企画イベ
ント等事業費

生涯学習・スポー
ツ課

　さじアストロパークを活用し、イベント等を開催する。
　開催事業：さじアストロパーク３大祭り(星、月、雪)

　さじアストロパークを活用して事業をおこなうことによ
り、地元団体及び住民の活動の活性化と参加者との
交流を推進する。 〇

さじアストロパークイベン
ト実行委員会

〇 〇

予算額〈委託費）　518千円
　・イベント参加人数　約3,000人

125

少年愛護センター街頭パト
ロール

生涯学習・スポー
ツ課

　少年たちが好んで集まり、問題行動を起こしやすい場所
（鳥取駅周辺、駅構内、百貨店、公園など）を中心に補導
計画に基づき、少年愛護センター職員と小・中・高等学校
教職員、民生児童委員、各種団体・企業が街頭補導を実
施します。

　学校教職員・民生児童委員等と街頭補導を実施す
ることにより、子ども達の街での現状を共通認識できま
す。また現状を把握することによって各学校・団体に
おいての青少年健全育成の取組に反映し、各団体で
の子どもたちを見守る機運が醸成されます。

〇

少年愛護センター補導
員

〇 〇

予算額（報償費）210千円
　・補導員人数　231人
　・街頭パトロール回数　64回／年
　・巡回パトロール回数　180回／年

126

鳥取市はたちのつどいに関
する事業

生涯学習・スポー
ツ課

　20歳で晴れ着等を来て、久しぶりに同級生と会い、話す
ことで互いを励まし合い、また成長の一歩につなげる機会
とする。また、県外に出られた20歳の方々が、ふるさとを思
い返すきっかけとします。

　事業該当者による実行委員会において企画運営す
ることにより、参加者の希望に沿ったアトラクションを
開催することができます。また実行委員となった事業
該当者は、はたちのつどいを開催するという一つの目
標に向かって協力することにより、仲間意識が芽生
え、新しい人間関係を築くことができます。

〇

はたちのつどい実行委
員会

〇

実績額3,768千円

期日：令和8年1月3日（土）
　会場：とりぎん文化会館
　対象者：平成17年4月2日から平成18年4月1日生まれ
　対象者数：1,686人（令和7年6月現在）
　参加者数（見込）：1,500人
　実行委員数（見込）：8人

127

青少年育成鳥取市民会議
補助

生涯学習・スポー
ツ課

　健全な青少年育成のため、広く市民の創意を結集し、青
少年育成県民会議の施策に呼応するとともに、独自の活
動も設定して、次代を担う青少年の健全育成を図るため諸
事業の推進に努めます。

①関係行政機関をはじめ家庭、学校、地域、企業が
一体となってそれぞれの機能を十分発揮し、市民総
ぐるみの取組によって青少年の健全育成を市民運動
として強力に推進できます。
②主に小中学生を対象としたイベントを青年団体が
実施することで異年齢交流をすることができます。イ
ベントを通して、青年団体等の仲間づくりや地域づく
りの取組を進めます。

〇

青少年育成鳥取市民会
議

〇

令和7年度計画
①地区協議会　39地区
予算額　1,560千円
②実施団体　6団体
予算額　360千円

128

地域学校協働活動推進事
業

生涯学習・スポー
ツ課

・モデル地区に地域学校協働活動推進員を１名配置し、
地域と学校の連携を図る。
・地域学校協働活動推進員の統括機能として、統括推進
員を２名配置し、事業の推進を図る。
・モデル地区の現状や課題を把握し、本事業化に向けて
調整を図る。
・モデル地区の学校運営協議会に参加し、運営方法や現
状把握を図る。
・推進員同士の連携及び情報共有を図る。

学校・家庭・地域が課題や目標（ビジョン）を共有し、
同じ目標のために相互が対等な立場で協力して達成
に向けて取組む活動を支援することにより、地域全体
で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を
核とした地域づくり」が進められている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域学校協働本部

〇

令和7年度計画
実績額 4,716千円
①推進員配置数：27名
②新規地域学校協働本部設置数：5校

129

鳥取マラソン開催事業 生涯学習・スポー
ツ課

　平成19年度以降、湖山池一周ハーフマラソンと日本海マ
ラソンを統合した鳥取マラソンを実施しています。（実行委
員会の構成：鳥取県、鳥取市、鳥取陸上競技協会、新日
本海新聞社）
　※R2～4は「オンライン開催」

　平成25年度の2014大会から、鳥取砂丘や仁風閣、
万葉の里国府町など鳥取市内の観光拠点を巡る新
たなコースで実施し、地元自治会や公民館、ボラン
ティアによるおもてなしは、ランナーからも好評を得て
います。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

鳥取マラソン実行委員
会

〇 〇 〇 〇

・開催日　令和8年3月15日
・エントリー数
　（募集予定定員） 4,000人
・ボランティア人数
　（募集予定定員）　600人
・鳥取市負担金　7,500千円

130

地域社会教育活動総合事
業

中央図書館 まちライブラリーの運営
　まちライブラリーは、市民がメッセージをつけた「本」を持
ち寄り、まちのいろいろなところに小さな本棚（図書館）を
つくり、本で人とつながり合おうという文化活動です。鳥取
駅構内と中央図書館内の２カ所に設置しました。
　管理・運営は中央図書館が行いますが、市民が本を提
供してくださることで、まちライブラリーの充実が図られま
す。

　市民が身近に読書に親しむ機会を一層推進すると
ともに、市民が主体となり、本を介した交流を図りま
す。
　私設のまちライブラリーが設置され、にぎわいや、地
域交流の場ができるよう、普及に努めます。 〇

市民等

〇

本の提供冊数　累計　150冊
内訳　　鳥取駅構内　100冊
　　　　中央図書館  　50冊

131

地域社会教育活動総合事
業

中央図書館 　中央図書館が実施する毎月第１・２・３・4土曜日のおはな
し会でボランティアによる、絵本の読み聞かせ他を実施し
ています。

　子どもたちにおはなしの楽しさを知ってもらい読書
活動の推進を図っている。

〇

絵本の読み聞かせボラ
ンティア

〇

年100回実施　参加者　児童及び保護者　700人
実施ボランティア数　15人
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132

地域社会教育活動総合事
業

中央図書館 　地域情報コーナー・地元企業応援コーナーを提供しま
す。
   地域情報コーナーでは、地域の魅力ある情報や地域活
動などを図書館で紹介します。
　地元企業応援コーナーでは、地元企業の優れたところを
図書館で紹介します。

　地域情報コーナーでは、人と人、地域と地域がつな
がり合い、よりよい地域社会のための新しい「もの」や
「仕組みが生み出されることが期待されます。
　地元企業応援コーナーでは、企業と地域、企業と企
業がつながり合い、よりよい地域社会のための新しい
「もの」や「仕組み」が生み出されること、また若者が地
元企業への就職を志すなど、地域の発展につながる
ことが期待されます。

〇 〇

地域活動団体、地元企
業等

〇

コーナー展示　年12回

133

清掃活動 水道局 水源地上流付近の清掃活動を行います。 　本市の水道水源である千代川の水質保全等に対す
る意識を向上させます。 〇

千代川市民一斉清掃

〇

令和7年6月1日（日）約300人参加


